
八
女
伝
統
本
玉
露
の
深
い

香
り
と
味
わ
い
を
生
み
出
す
第10回全国「玉露のうまい淹れ方」コンテ
ストが3月13日㈰、福岡市のJR博多シティ
で開催されました。※関連記事は21ページ

【今月の主な内容】
2～3
4～7
8～9
10～11
13

八女黒木大藤まつり
子育てを応援します
Ｈ28年度各種補助金のご案内
公共交通をご利用ください
狂犬病予防注射の集団接種が始まります

42016(平成28年)
No.1089

広報



2　2016.4.1　広報やめ

◦
日
時
＝
４
月
15
日
㈮
10
時
30
分
～

◦
会
場
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

　

藤
の
開
花
の
大
願
成
就
を
た
た
え

る
た
め
藤
の
根
元
に
お
神
酒
を
注
ぐ
神

事
。
か
つ
て
の
戦
火
や
大
火
の
際
、
損

傷
を
受
け
た
藤
に
酒
の
か
す
を
根
元
に

与
え
樹
勢
が
回
復
し
た
と
い
う
故
事
に

ち
な
み
、
毎
年
開
花
に
先
駆
け
て
行
わ

れ
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
会
場
＝
物
産
展
会
場

　

黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の
ほ
か
、

い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご
汁
な
ど
の
郷
土

料
理
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
24
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
受
付
＝
物
産
展
会
場【
限
定
１
５
０
人
】

◦
参
加
料
＝
５
０
０
円

　

藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
大
藤
、
津

江
神
社
、
学
び
の
館
な
ど
周
辺
を
散

策
し
ま
す
。（
八
女
市
商
工
会
黒
木
地

区
青
年
部
）

◦
日
時
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
初
旬

18
時
30
分
～
22
時

◦
場
所
＝
黒
木
大
藤

　

ま
つ
り
期
間
中
、
黒
木
大
藤
（
国

指
定
）
の
株
を
中
心
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す
。
夜
の
大
藤
の
幻
想
的
な

雰
囲
気
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
17
日
㈰
～
30
日
㈯

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内
東
詰

　

八
女
市
商
工
会
黒
木
地
区
女
性
部
に
よ

る
無
料
の
湯
茶
接
待
で
す
。
八
女
の
お
い

し
い
お
茶
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈭
～
５
月
３
日
㈷

◦
場
所
＝
ま
ち
な
み
交
流
館

　

表
構
え
を
残
す
居
蔵
造
の
町
家
「
旧

松
木
家
住
宅
」
で
だ
ご
汁
な
ど
の
田
舎

料
理
を
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
期
日
＝
４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　

物
産
展
会
場
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
運
行
（
10
時
～
）。
年
に
一
度
、
蔵
の

中
で
本
格
焼
酎「
古
久
」が
味
わ
え
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
旭
松
酒
造
・
後
藤
酒
造
場

　

八
女
黒
木
の
豊
か
で
良
質
な
水
と
米
で

造
ら
れ
た
日
本
酒
や
焼
酎
が
味
わ
え
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
樋
口
善
造
ア
ト
リ
エ

　

地
元
の
四
季
折
々
の
自
然
や
町
並
み

な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
創
作
活
動
を
続

け
る
洋
画
家
の
油
絵
展
。

藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

物
産
展

黒
木
名
所
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
藤
の
花
の
開
花
状
況
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
湯
茶
接
待

さ
く
ら
茶
屋

本
格
焼
酎「
古
久
蔵
」蔵
開
き

大
藤
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

蔵
開
き

樋
口
善
造
油
絵
展

期
間
／
４
月
16
日
㈯
～
５
月
初
旬　

会
場
／
素す

さ
の
お
盞
嗚
神
社
周
辺

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り案 内

図 map

◦物産展！
◦スタンプラリー！
◦大藤ライトアップ！
◦無料湯茶接待！

※道路の横断は横断歩道をお使いください。

◦黒木支所
（黒木町観光協会）

◦
学びの館

（旧隈本家住宅）

◦福岡銀行

◦◦

◦

◦

矢部川◦「ふじの里」黒木警部交番 ◦

←上陽・星野 ←
笠
原

→矢部

物産展会場

津江神社の大樟★

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

◦

●●●

●●●

●●●

●●●

★黒木の大藤
●●●

●●●

●●● ●●●通行止国道442号 後
藤
酒
造
場

旭
松
酒
造

体育センター

総
合
案
内
所

旧
松
木
家
住
宅

←八女市街

黒木の古い町並み

歩行者専用
（9時～17時）

※案内所に周辺マップを用意しています。

◦
観
光
協
会

案
内
所



広報やめ　2016.4.13

星野村の東端、ミヤシノ地区の斜面に「筑紫
シャクナゲ」約5000本が咲きほこります。若
葉の鮮やかな緑とシャクナゲの淡いピンクの
コントラストは一見の価値があります。
期間中は、地域の皆さんによる「だご汁定食」、
「手作りこんにゃく」などの販売も行われます。
✿期間＝4月16日㈯～5月5日㈷
✿会場＝星野村ミヤシノシャクナゲ園
※入園料はありませんが樹木維持のため、募
金にご協力ください。
✿問い合わせ＝星野支所建設経済課
（☎52・3114）

4月16日土～ 5月5日祝

ミヤシノシャクナゲまつり
◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

左
官
職
人
が
使
う
こ
て
で
漆
喰
を

塗
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
描
い
た
作

品
。

◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
里
風

　

昆
虫
、
野
鳥
、
夕
焼
け
、
景
色
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
写
真
を
一
堂
に
展
示
。

◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
4
月
29
日
㈷

※
期
間
中
、
月
曜
・
火
曜
休
み

◦
場
所
＝
佳
空
窯
・
キ
ャ
ッ
ト
テ
ー
ル

　

暮
ら
し
の
中
で
心
に
浮
か
ぶ
モ
チ
ー

フ
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン
し
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
で
創
り
上
げ
た

器
た
ち
。

◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
ふ
た
り
工
房
（
川
口
家
）

　

藍
染
ニ
ッ
ト
と
木
の
ぬ
く
も
り
に
あ

ふ
れ
た
木
工
品
。

◦
期
間
＝
４
月
16
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷	

※
期
間
中
不
定
休
あ
り

◦
場
所
＝
器
工
房	

藤
里
＆
世

　

食
卓
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
癒
し

の
器
た
ち
。
千
円
以
上
お
買
い
上
げ
の

人
に
は
コ
ー
ヒ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
。

◦
日
時
＝
5
月
3
日
㈷
11
時
～
13
時

◦
場
所
＝
黒
木
大
藤
演
舞
場
前

　

ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
の
手
具

を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
身

体
を
動
か
す
健
康
体
操
。

◦
期
間
＝
４
月
23
日
㈯
～
５
月
１
日
㈰

10
時
～
17
時　
※
4
月
28
日
㈭
休
み

◦
場
所
＝
黒
木
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ

じ
の
里

　

竹
と
白
熱
の
癒
し
の
赤
い
灯
り
。
入

場
無
料
。

◦
期
間
＝
5
月
3
日
㈷
～
５
月
5
日
㈷	

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女

　

ミ
ニ
ブ
タ
、
う
さ
ぎ
、
カ
メ
、
ヤ
ギ
、

モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
か
わ
い
い
動
物
と
触

れ
合
え
る
。
ポ
ニ
ー
乗
馬
は
５
０
０
円
。

かやぶき屋根のたたずまいと清らかな水が流
れる男ノ子焼の里で、「れんげ祭り」が行わ
れます。のどかな日差しの中で、ゆったりと
した時間を過ごしてみませんか。
◦期日＝4月23日㈯・24日㈰
◦時間＝10時～16時
◦会場＝男ノ子焼の里
◦内容＝男ノ子焼登り窯開き・即売会、郷土
料理、農産物販売、もちつき大会など
◦問い合わせ＝れんげ祭り実行委員会　近見
さん（☎090・4519・0064）

佳
空
窯
展
＋
手
創
り
の
猫
た

ち
展

藤
器
市
（
と
う
き
い
ち
）

３
Ｂ
体
操（
さ
ん
び
ー
た
い
そ
う
）

藍
染
ニ
ッ
ト
・
木
遊
び
展

牛
島
保
写
真
展

酒
井
武
雄
鏝
絵
展

4月23日土・24日日
男ノ子焼の里れんげ祭り

【藤の開花状況】
黒木町観光協会ホームページ内のウェブカ
メラで見ることができます。
http://www.townkurogi-ta.jp/

【シャトルバス】
◆運行日　4月29日㈷・30日㈯・5月1日㈰
◆料金　大人片道800円

（小・中学生半額、小学生未満無料）
※大藤保存協力金としていただきます。
◆コース
ＪＲ久留米駅西口 →（西鉄久留米駅前日生ビ
ル前）→ 黒木大藤
◦10：00 →（10：10）帰り13：00発

【問い合わせ】
▷黒木支所産業経済課（☎４２・１１１５）
▷黒木町観光協会（☎４２・９１９０）

広報やめ　2016.4.13

竹
ラ
ン
プ
展
示

ふ
れ
あ
い
動
物
園
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館
内
の「
み
ら
い
広
場
」で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
、

子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
交
流
し
た
り
情
報
収
集
し
た

り
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。八

女
市
子
育
て
支
援
総
合
施

設
「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
に
お

い
て
、
一
時
預
か
り
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
保
育
所
（
園
）
を

利
用
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
も
、

日
常
生
活
の
突
発
的
な
事
情
や

保
護
者
の
非
定
期
的
な
パ
ー
ト

就
労
や
入
院
・
育
児
疲
れ
な
ど

で
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
等
に
、
お
子
さ
ま

を
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事

業
で
す
。

◦
対
象
＝
６
か
月
以
上
の
未
就

学
児

◦
利
用
日
＝
月
曜
～
土
曜
日（
日

曜
日・祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

◦
利
用
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
利
用
料
金
＝
▽
４
時
間
以
内

８
０
０
円
（
１
０
０
０
円
）　

▽
４
時
間
を
超
え
て
８
時
間
以

内
１
６
０
０
円
（
２
０
０
０
円
）

※
カ
ッ
コ
内
は
市
外
在
住
者
料

金※
給
食
実
費
１
９
０
円

◦
利
用
定
員
＝
10
人

※
利
用
す
る
に
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
利
用
日
の

属
す
る
月
の
前
月
の
初
日
か
ら

３
日
前
の
間
に
次
の
申
込
先
へ

連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
や
め
っ

こ
未
来
館
（
☎
２
４・８
８
１
４
）

　
乳
幼
児
の
子
育
て
に
対
す
る

不
安
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
来
館
に
よ
る
相
談
や
電
話
・

メ
ー
ル
な
ど
で
も
受
け
付
け
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
専
用
電
話
番
号

０
９
０・４
７
７
６・３
１
５
５

◦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kodom
om

iraiyam
e@

doco
m

o.ne.jp

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

み
ら
い
広
場

一
時
預
か
り
事
業

子
育
て
相
談
事
業

八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」

八女伝統工芸館

看板のいとう

八女観光物産館ときめき

コスモス新町

清水町おりなす八女入口

みらい館北←筑後
バルビゾン通り（旧国鉄矢部線）

八女市役所
おりなす八女

旧国道442

やめっこ
未 来 館

【
住
所
】
八
女
市
稲
富
４
９
９

番
地
（
☎
２
４・８
８
１
４
）

八
女
市
子
育
て
支
援
総
合

施
設
「
や
め
っ
こ
未
来

館
」
は
、
八
女
市
立
福
島
保
育

所
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

複
合
施
設
で
、
保
育
所
の
機
能

と
子
育
て
の
総
合
的
な
支
援
を

行
う
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
（
施
設
型
子

育
て
と
在
宅
型
子
育
て
）
を
連

携
し
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
さ
ま

と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
八

女
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

♥
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

4　2015.4.1　広報やめ



乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

子
育
て
支
援
拠
点
事
業

赤ちゃんが
健やかに成長でき
るように地域で
子育てを応援！

子
育
て
支
援
施
設
で
は
、
子

育
て
中
の
親
子
の
皆
さ
ん
が

子
育
て
を
し
て
い
る
仲
間
同
士
、
み

ん
な
で
楽
し
み
、
考
え
、
支
え
合
っ

て
い
け
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
は
「
大
変
！
」「
困
っ
た
！
」

と
思
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
悩

ん
だ
り
す
る
前
に
い
つ
で
も
気
軽
に

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
子
育
て
に

関
す
る
相
談
を
受
け
た
り
、
講
座
等

を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
働
す
る
こ
と
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ファミリー・サポート・センター事業では、「子
どもの笑顔は地域で育む」をスローガンに

子育てを地域で相互援助するお手伝いをしてい
ます。ファミリー・サポート・センター事業は、
講習を受け会員登録すると利用できます。なお、
会員登録などは、八女市子育て支援総合施設「や
めっこ未来館」内の事務局で行いますのでよろ
しくお願いします。
◦1時間当たりの利用料金

【月～土】
▷７時～ 19時　 200円
▷19時～ 21時　400円（200円）

【日・祝日】
▷７時～ 19時　 400円（200円）
▷19時～ 21時　600円（400円）
※カッコ内は、ひとり親家庭の料金。
◦問い合わせ＝ファミリー・サポート・センター

（☎２３・１５４６）

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
に
地
域
で
子
育
て
を
応

援
し
ま
す
。
お
お
む
ね
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い

る
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。
児
童
手
当
申
請
時
等
に
あ

な
た
の
地
区
の
訪
問
従
事
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、子
育
て
に
関
す
る
悩
み
ご
と
、聞
き
た
い
こ
と
等
、

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
市
の
保
健
師
お
よ
び
保
育
士
が
引
き
続
き

訪
問
し
、
養
育
相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
訪
問
従
事
者
と
は
＝
市
の
委
託
を
受
け
た
者
（
民

生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
）、
保
健
師
、
保

育
士
等
で
す
。

◦
訪
問
日
＝
電
話
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

子育て支援施設「きらきら」
【住所】八女市立花町北山2747番地5
（☎２４・９０９０）

子育て支援施設「ピコロ」
【住所】八女市黒木町桑原207番地
（黒木地域交流センター「ふじの里」内）
☎４２・３３０１

子育て支援施設「トゥインクル」
【住所】八女市星野村10775番地14
（星野総合保健センター「そよかぜ」内）
☎０９０・３３２０・２１９６

地域で育む ♪
♪ 子

どもの笑顔は

※
各
施
設
の
開
催
日
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
。
広
報
や
め
毎
月
15
日

号
「
子
育
ち
支
援
掲
示
板
」
に
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こんにちは
赤ちゃん♥ファミリー・サポート・センター

子
育
て
中
の
親
子
の

皆
さ
ん
が
楽
し
み
、
考
え
、

支
え
合
っ
て
い
け
る
場
を

提
供
し
ま
す

広報やめ　2016.4.155
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出
生
児
の
方
に
「
や
め
っ
こ

夢
祝
金
」
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

未
来
を
担
う
お
子
さ
ま
の
出

生
を
祝
福
し
、
心
身
と
も
に
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
お
子
さ

ま
に
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
父

ま
た
は
母
が
、
出
生
の
日
ま
で

引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住（
住

民
登
録
）
し
て
い
れ
ば
申
請
で

き
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
出
生

の
日
か
ら
３
か
月
以
内
で
す
。

◦
支
給
額

▽
第
一
子　
　
　
５
万
円

▽
第
二
子　
　
　
８
万
円

▽
第
三
子
以
降　
10
万
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
も
と
、
小
学
校

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ま
は
市

内
の
保
育
所
（
19
か
所
）
や
幼

稚
園
（
１
か
所
）、
ま
た
は
認
定

こ
ど
も
園
（
４
か
所
）
や
小
規

模
保
育
（
3
か
所
）
か
ら
、
ご

家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設

を
選
び
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
さ
ら
な
る
保

育
料
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

八
女
市
で
は
国
の
基
準
よ
り
階
層

に
応
じ
て
約
37
％
の
減
額
を
行
っ

て
い
ま
す
。

八
女
市
で
は
、
転
入
さ
れ

た
中
学
生
ま
で
の
お
子

さ
ま
の
小
・
中
学
校
、
保
育
所
、

幼
稚
園
等
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る
た
め
「
や
め
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
子
ど
も
応
援
手
当
」

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

申
請
は
支
給
要
件
に
該
当
し
て

か
ら
３
か
月
以
内
で
す
。

◦
支
給
要
件

▽
転
入
後
引
き
続
き
３
か
月
以

上
八
女
市
に
居
住（
住
民
登
録
）

さ
れ
る
こ
と

▽
転
入
日
以
前
１
年
間
以
上
八

女
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

な
い
こ
と

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

◦
支
給
額

▽
転
入
さ
れ
た
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
一
人
当
た
り
３
万
円

※
手
当
の
支
給
は
、
１
回
限
り

で
、
再
転
入
さ
れ
た
場
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

子どもが病気や病気回復のため、保育所・幼
稚園・認定こども園・小学校を休んでいる

時、保護者に代わって子どもを保育する病児・病
後児保育施設「すこやか」「のびのび」「おひさま」
があります。
　利用するには、本庁・各支所および施設で事
前に登録を行い、利用前日までに施設へ予約申
込を行ってください。
◦利用料金
▽市内に居住する生活保護世帯の人＝無料
▽市内に居住する人＝１日1,000 円
※1,000円軽減しています。
▽市内に勤務する人＝１日 3,000 円
▽それ以外の人＝１日 4,000 円

お
子
さ
ま
に

幼
児
教
育
や
保
育
が

必
要
な
と
き
は

や
め
っ
こ
夢
祝
金

教
育・保
育
事
業

や
め
Ｕユ

ー
ア
イＩ
タ
ー
ン
子
ど
も
応
援
手
当

子どもが病気
でも仕事は休めない

病児・病後児保育

6　2015.4.1　広報やめ

「すこやか」
（八女市高塚 573-1）

☎ 23・7121

「のびのび」
（黒木町今 548）
☎ 42・0673

「おひさま」
（広川町大字太田410-3）

☎ 32・6103

平成27年4月から小学校6年生
　　　までお預かりしています！
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児
童
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
育
つ
よ
う
に
、
家

庭
児
童
相
談
員
が
支
援
し
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
や
家
庭
で
の
問

題
で
お
悩
み
の
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
無
料
。

◦
相
談
日
＝
月
～
金
曜
日

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
市
役
所
家
庭
児

童
相
談
室　
※
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
☎
２
３・１
４
４
８
）

児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
手
当
の
額
は
、
中
学
生
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
、
第
１
子

お
よ
び
第
２
子
は
１
万
円
、
第

３
子
以
降
１
万
５
千
円
（
た
だ

し
、
小
学
生
ま
で
）、
３
歳
未
満

は
１
万
５
千
円
で
す
。
平
成
24

年
６
月
以
降
の
支
給
分
か
ら
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
制
限
者
に
も
児
童
一
人
に

つ
き
５
千
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
や
家
庭
の

問
題
で
悩
ん
で
い
る
と
き
は

「
児
童
手
当
」
給
付

家
庭
児
童
相
談
室

市
内
に
22
か
所
の
学
童
保
育

所
が
あ
り
、
放
課
後
等
に

保
護
者
が
就
労
な
ど
の
た
め
不
在

と
な
る
ご
家
庭
の
小
学
生
が
利
用

で
き
ま
す
。

◦
開
所
時
間

【
平
日
】
放
課
後
～
18
時

【
休
業
日
】
７
時
30
分
～
18
時

※
平
日
・
休
業
日
と
も
に
19
時
ま

で
延
長
あ
り

【
日
・
祝
日
】
閉
所

◦
利
用
料
金

月
額
５
５
０
０
円

（
８
月
は
７
０
０
０
円
）

◦
延
長
料
金

１
回
２
０
０
円

（
最
大
１
０
０
０
円
ま
で
）

※
長
期
休
業
期
間
の
み
の
利
用
も

受
け
付
け
ま
す
（
た
だ
し
、
入
所

者
多
数
の
た
め
長
期
休
業
期
間
の

み
の
利
用
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
）。

放
課
後
等
の
子
ど
も
の

保
育
に
つ
い
て

学
童
保
育
事
業

　児童扶養手当・特別児童扶養手当は、
毎年の消費者物価指数の変動に応じて手
当額を改定する物価スライド措置がとら
れています。
　平成28年４月分からの手当額は、物価
スライドによる変更分（0.8%）の引き上
げとなります。

区分 児童１人 児童２人 児童３人
全部支給 42,330円 47,330円 50,330円

一部支給 9,990円～
42,320円

14,990円～
47,320円

17,990円～
50,320円

児童扶養手当・特別児童
扶養手当の手当額が変更
になりました！

平成28年
４月から

※児童が2人以上の場合は、第2子は5000円加算、第3子以降は1人につ
き3000円加算されます。

【児童扶養手当】平成28年4月以降の手当額（8月振込分から）

【特別児童扶養手当】平成28年4月以降の手当額（8月振込分から）

手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から支給されま
す。年3回（4月・8月・11月）前月分までの4か月分が支給さ
れます。

手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から支給されま
す。年3回（4月・8月・12月）前月分までの4か月分が支給さ
れます。

１級（重度障害児） 月額 51,500円
２級（中度障害児） 月額 34,300円

　八女市では、入学時における家庭の経済的負担を軽減
し、お子さまの健全な育成を支援するため「小中学校入
学祝金」を支給します。
◦申請手続き＝八女市立の小・中学校に入学の児童・生
徒については、当該学校を通じて申請手続きを行います。
八女市立以外の小・中学校等に入学の児童・生徒につい
ては、対象世帯あてに関係書類を郵送しますので申請手
続きを行ってください。
◦支給要件＝小中学校等に１年生として入学する児童ま
たは生徒（当該入学の日現在において、本
市の住民基本台帳に記載されている者に
限る）を養育している保護者
◦支給額＝小学校入学児童一人につき
３万円、中学校入学生徒一人につき５万円
◦問い合わせ＝学校教育課総務係

（☎２３・１９５４）

小中学校入学祝金について
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給水計画区域外にお住まいの人へ　飲料水改善経費を補助します
　
八
女
市
で
は
、
上
水
道
事
業
お
よ
び
簡
易

水
道
事
業
、
簡
易
給
水
施
設
に
よ
り
、
安
心

で
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
立
地
条
件
等
に
よ
り
供
給
が
行
わ
れ
て
い

な
い
区
域
（
給
水
計
画
区
域
外
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
区
域
以
外
に
お
住
ま
い
の
人
を
対
象

に
、
清
浄
な
水
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
交
付
対
象
と
な
る

飲
料
水
改
善
事
業
は
、
工
事
等
に
要
す
る
費
用

が
10
万
円
を
超
え
る
も
の
で
、
次
の
３
項
目
で

す
。

①
３
戸
以
上
１
０
０
人
以
下
で
共
同
で
設
置
し

て
い
る
飲
料
水
供
給
施
設
の
新
設
お
よ
び
改
善

②
個
人
で
行
う
井
戸
の
掘
削
工
事
な
ら
び
に

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
の
新
設
お
よ
び
改
善

③
水
質
悪
化
を
改
善
す
る
た
め
に
設
置
す
る
浄

水
器

※
詳
し
い
対
象
区
域
や
、
申
請
手
続
き
の
方
法

な
ど
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽都市計画課 住宅係 （☎２３・２５７７）
▽黒木支所 建設課　 （☎４２・１１１７）
▽立花支所 建設課    （☎２３・４９３０）

▽上陽支所 建設経済課（☎５４・２２１９）
▽矢部支所 建設経済課（☎４７・３１１１）
▽星野支所 建設経済課（☎５２・３１１４）

　
市
民
の
方
が
、
市
内
の
施
工

業
者
に
よ
っ
て
、
現
在
お
住
ま

い
の
住
宅
を
改
修
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

◦
資
格
＝
申
込
現
在
で
、
市
内
に

住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
世
帯
主
、
過
去
に

同
一
世
帯
の
人
も
含
め
同
補
助
金

を
利
用
し
て
い
な
い
人
な
ど
の
諸

条
件
が
あ
り
ま
す
。

◦
補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
が
市
内
に
所
有
す

る
、
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅
の

住
居
部
分
、
集
合
住
宅
の
専
用

部
分

◦
補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の
施
工

業
者
が
行
う
、
工
事
費
が
10
万

円
以
上（
消
費
税
別
）の
も
の
で
、

申
し
込
み
の
年
度
内
（
3
月
末
）

に
終
わ
る
改
修
工
事

※
補
助
の
交
付
決
定
前
に
着
工

し
て
い
る
も
の
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

◦
補
助
金
額
＝
改
修
工
事
に
要

し
た
費
用
（
消
費
税
別
）
の
一
割

に
相
当
す
る
金
額
（
上
限
10
万

円
で
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◦
改
修
工
事
の
例
＝
屋
根
、天
井
、

外
壁
、
内
壁
、
床
の
改
修
、
防

音
、間
取
り
の
変
更
工
事
、浴
室
、

台
所
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水
回
り
改

修
、
耐
震
工
事
な
ど
の
居
住
部

分
の
み
の
改
修

※
次
の
よ
う
な
工
事
は
、
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

▽
外
構
設
備
（
門
、
車
庫
、
カ
ー

ポ
ー
ト
、
塀
、
柵
、
垣
根
等
の
構

造
物
、
植
栽
な
ど
）
の
改
修
工

事▽
家
具
や
電
気
製
品
の
購
入
に

よ
る
付
帯
工
事
な
ど

▽
年
度
を
ま
た
い
で
の
改
修
工
事

◦
受
付
期
間
＝
４
月
11
日
㈪
～

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え

る
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

　
市
内
に
存
在
す
る
木
造
戸
建

て
住
宅
を
市
内
の
施
工
業
者
に

よ
っ
て
、
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ

る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

◦
資
格
＝
申
込
現
在
で
市
内
に

あ
る
住
宅
の
所
有
者
、
ま
た
は
居

住
し
て
い
る
人
（
居
住
予
定
者
も

含
む
）
な
ど
の
諸
条
件
あ
り
。

◦
補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に
あ

る
木
造
住
宅
で
、
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は
工

事
に
着
手
し
た
も
の
等

◦
補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の
施
工

業
者
が
行
う
補
助
対
象
住
宅
が
、

耐
震
診
断
の
結
果
、
建
物
の
上

部
構
造
評
点
が
１
未
満
で
あ
る

木
造
戸
建
て
住
宅
を
１
以
上
に

な
る
よ
う
補
強
す
る
工
事
で
、
申

し
込
み
の
年
度
内
（
２
月
末
）
に

終
わ
る
耐
震
改
修
工
事

※
補
助
の
交
付
決
定
前
に
着
工

し
て
い
る
も
の
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

◦
補
助
金
額
＝
耐
震
改
修
工
事

に
要
し
た
費
用
（
消
費
税
別
）

の
４
割
に
相
当
す
る
金
額
（
上

限
60
万
円
で
、
千
円
未
満
切
り

捨
て
）

◦
耐
震
改
修
工
事
の
例
＝
筋
交
い

金
具
等
に
よ
る
補
強
。
耐
震
壁

の
増
設
、
基
礎
の
増
設
等

◦
受
付
期
間
＝
４
月
11
日
㈪
～

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え

る
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

住宅改修事業補助金制度 木造戸建て住宅耐震改修事業
補助金

Ｈ
28
年
度 

各
種
補
助
金
の
ご
案
内
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦問い合わせ＝
▽上下水道局上水道総務係

（☎23・1949）
▽黒木支所建設課（☎42・1118）
▽上陽支所建設経済課（☎54・2219）
▽立花支所建設経済課（☎23・4930）
▽矢部支所建設経済課（☎47・3111）
▽星野支所建設経済課（☎52・3114）

下記の申
込み・問
い合わせ



　
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
で
快
適
な
生
活
が
お
く
れ
る

だ
け
で
な
く
、
台
所
や
お
風
呂

の
排
水
な
ど
も
き
れ
い
な
水
に

し
て
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を

守
り
ま
す
。

◦
対
象
＝
①
浄
化
槽
の
設
置
者

（
以
下
「
設
置
者
」
と
い
う
）
が

市
内
で
居
住
の
用
に
供
す
る
専

用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
に
設

置
さ
れ
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と
。

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
居

住
の
用
に
供
す
る
建
物
で
あ
る

こ
と
。 

③
設
置
者
ま
た
は
そ
の
同
居
親

族
に
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ

と
。 

④
平
成
29
年
３
月
上
旬
ま
で
に
、

工
事
完
了
後
の
実
績
報
告
書
を

提
出
で
き
る
こ
と
。

⑤
下
水
道
の
事
業
計
画
（
下
水

道
認
可
）
区
域
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
施
設
の
処
理
区
域
以
外

の
区
域
で
あ
る
こ
と
。

※
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
浄

化
槽
設
置
工
事
に
着
工
し
た
場

合
は
、
補
助
金
の
交
付
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

（
※
１
）
た
だ
し
、
既
存
住
宅
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
実

居
住
人
員
が
２
人
以
下
の
場
合

で
、
将
来
的
に
も
人
員
の
増
加

が
見
込
ま
れ
な
い
場
合
に
つ
い

て
は
、
５
人
槽
の
設
置
が
認
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受
付

＝
４
月
１
日
㈮
～
12
月
28
日
㈬

※
遅
く
と
も
、
着
工
予
定
日
の

７
日
前
ま
で
に
は
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

住宅の床面積などの区分 人槽 補助金限度額

延べ床面積が 130㎡以下
の場合 ５人槽 332,000 円

延べ床面積が 130㎡を超
える場合　（※１） ７人槽 414,000 円

台所が 2 か所以上でかつ、
浴室が 2 か所以上の場合

１０人
槽 548,000 円

浄
化
槽
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
に
よ
る
環
境
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
構

築
す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
①
市
内
の
既
存
ま
た

は
新
築
の
住
宅
に
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

②
市
内
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
建
売
新
築
住

宅
を
購
入
す
る
人
。
い
ず
れ
も

の
余
剰
電
力
の
販
売
契
約
の
み

対
象
で
す
。（
全
量
買
取
は
対

象
外
）

※
申
請
前
の
工
事
着
工
や
、
申

請
前
の
太
陽
光
発
電
設
置
済

み
建
売
住
宅
の
引
き
渡
し
は
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

年
度
内
に
完
了
報
告
が
で
き
な

い
等
、
補
助
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◦
補
助
金
額
＝
予
算
の
範
囲
内

で
、
発
電
出
力
１
kw
あ
た
り
２

万
５
千
円
、
上
限
10
万
円

◦
受
付
＝
４
月
１
日
㈮
～

※
平
成
29
年
３
月
中
旬
ま
で

に
、
工
事
完
了
後
の
実
績
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用

太
陽
光
発
電

設
置
費
を

補
助
し
ま
す

八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニュー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　

よ
り
見
や
す
く
、
よ
り
探

し
や
す
く
、
災
害
時
も
即
時

対
応
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
楽
々
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

4
月
１
日
か
ら
、新
し
く
な
っ

た
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報

課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

◦
申
請
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ

＝
環
境
課（
☎
２
３・１
４
６
２
）

◦問い合わせ・申請書類提出先＝
▽環境課（☎２３・１４６２）
▽黒木支所市民生活福祉課（☎４２・１４６３）
▽上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
▽立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３3）
▽矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
▽星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

http://www.city.yame.fukuoka.jp
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公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
・
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
路
線
バ
ス
の
維
持
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
事
業
な
ど
公
共
交
通
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
速
バ
ス

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場

茶
の
く
に
八
女
定
期
券

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助

路
線
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

　

路
線
バ
ス
は
、
朝
夕
の
通
勤
通
学

を
始
め
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

る
大
切
な
交
通
手
段
で
す
。
し
か
し
、

利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、全
国
で
次
々

に
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
に
大
切
な

バ
ス
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
一
層
の

バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
「
八
女

市
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

八
女
市
に
お
住
ま
い
の
学
生
が
通
学

す
る
際
に
利
用
す
る
路
線
バ
ス
（
高

速
バ
ス
も
含
む
）
の
通
学
定
期
券
の

購
入
費
用
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

堀
川
バ
ス
で
は
65
歳
以
上
の
人
で

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人

に
「
運
転
免
許
返
納
者
割
引
証
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
運
賃
支
払
の
際

に
ご
提
示
い
た
だ
く
と
、
運
賃
が
半

額
に
な
る
お
得
な
割
引
証
で
す
。
堀

川
バ
ス
全
線
で
使
え
ま
す
。
ま
た
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
と
路
線
バ
ス
を
乗
り

継
げ
ば
、行
動
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。

　
八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー（
愛
称「
ふ

る
里
タ
ク
シ
ー
」）
は
平
成
22
年
に
運
行
を
開

始
し
、
多
く
の
利
用
者
の
皆
様
に
ご
愛
用
い

た
だ
い
て
お
り
、
平
成
28
年
1
月
に
は
乗
車

人
数
が
延
べ
32
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」
は
平
日
の
午
前
8
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
電
話
で
の
ご
予
約
に

応
じ
て
、
利
用
者
の
玄
関
か
ら
目
的
地
の
玄

関
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
利
用
に
は
、
事
前
に

利
用
登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。
乗
り
合

い
の
た
め
、
希
望
の
時
間
の
予
約
が
困
難
な

場
合
や
、
送
迎
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
公
共

交
通
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
手
続
き
】

①
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
八
女
警
察

署
（
交
通
課
）
へ
行
き
、「
申
請
に
よ

る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
を
発

行
し
て
も
ら
う

②
堀
川
バ
ス
に
通
知
書
を
持
参
し
、

「
運
転
免
許
証
返
納
者
割
引
証
」
を

受
け
取
る

③
割
引
開
始
。
運
賃
を
支
払
う
時
に

「
割
引
証
」
を
見
せ
る
と
、
運
賃
が

半
額
に

※
対
象
者
は
、
有
効
期
限
が
あ
る
運

転
免
許
証
を
お
持
ち
の
65
歳
以
上
の

人※
他
の
割
引
と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱

（
☎
２
３・６
１
２
８
）

「
路
線
バ
ス
」

「乗合タクシー」
（ふる里タクシー）

⃝事前利用登録＝八女市役所地域振興課（☎２４・8162）
　　　　　　　 ※事前利用登録は、各支所総務課でもできます。　
⃝乗合タクシーの予約＝予約センター　　（☎ 33・2002）

⃝路線バス通学定期券補助事業＝八女市役所地域振興課（☎２４・8162）
⃝路線バスの運行、免許証返納＝堀川バス㈱　　（☎ 23・6128）

問い合わせ

問い合わせ

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
等
に
路
線
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い「

運
転
免
許
返
納
者
割

引
証
」の
取
得
手
続
き

運
転
免
許
を
自
主
返
納

す
る
と
堀
川
バ
ス
の
運
賃

が
半
額
に
な
り
ま
す

65歳以上
の人限定

路線バス通学定期券補助事業実施中！
◦対象者＝八女市にお住まいで、路線バス（高
速バス含む）を利用し通学する人
⃝補助金額＝①購入金額の 2 割
②購入金額から補助金を差し引いた月額負
担額が 14,000 円を超える場合は、超えた額
も合わせて補助
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八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
と
福
岡（
天
神
、

博
多
駅
、
福
岡
空
港
）
を
結
ぶ
高
速
バ

ス
で
使
え
る
「
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
」

「
茶
の
く
に
八
女
回
数
券
」
の
利
用
も
好

調
で
す
。
毎
月
、
定
期
券
は
25
枚
前
後
、

回
数
券
は
１
５
０
冊
前
後
購
入
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

利用区分 サービス券あり サービス券なし
茶のくに八女定期券利用者 無　料
入庫から 24 時間以内 100 円

1000 円
入庫から 48 時間以内 200 円
48 時間以上 24 時間ごと プラス 300 円 プラス 500 円

※入庫から 30 分以内は無料
※サービス券は、八女イン
ターバス停でバスを降りる
際に乗務員に申し出てお受
け取りください。

　

八
女
Ｉ
Ｃ
か
ら
福
岡
都
市
圏
ま
で
約
50
分
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
高
速
バ
ス
の
上
り
バ
ス
停（
福
岡
方
面
）

が
約
60
メ
ー
ト
ル
移
設
し
、
バ
ス
停
も
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
バ
ス
停
ま
で
の
階
段
を
ス
ロ
ー
プ
付
き

の
階
段
に
改
良
し
、
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
引
い
た
ま
ま

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
高
速
道
路
の
高
架
下
に
設
置
し
て
い
る

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
か
ら
福
岡
方
面
行
き

の
上
り
バ
ス
停
ま
で
約
５
５
０
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
バ
ス
停
移
設
に
よ
り
半
分

以
下
の
約
２
５
０
メ
ー
ト
ル
に
短
縮
す
る
と
と
も
に
バ

ス
停
ま
で
の
通
路
に
防
犯
灯
を
設
置
し
、
格
段
に
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
福
岡
都
市

圏
を
は
じ
め
九
州
各
地
を
つ
な
ぐ
八
女
の
玄
関
口
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　今月でオープン４周年となる高速バス利用者専用駐
車場は、1日平均 23 台、多い日は 50 台近くの車が駐
車しています。駐車料金は、サービス券があれば 24
時間以内 100 円でご利用できます。また、茶のくにや
め定期券を購入すると無料でご利用できます。

「
高
速
バ
ス
」

⃝高速バスの運行、駐車場、定期券、回数券＝西鉄お客さまセンター（☎ 0570・00・1010）
⃝茶のくに八女定期券購入証明書の発行＝八女市役所地域振興課（☎ 24・8162）

問い合わせ

八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
が
移
設
し
、

新
し
く
な
り
ま
し
た
！

パークアンド
ライド駐車場

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
か

ら
の
移
動
時
間
短
縮

サービス券があれば１日 100 円

高
速
バ
ス
定
期
券
・

回
数
券
の
ご
案
内

【
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
（
１
か
月
）】

【
茶
の
く
に
八
女
回
数
券
】

　

４
枚
綴
り
４
７
２
０
円
（
1
枚
当
た

り
１
１
８
０
円
）
で
、
八
女
市
観
光
物

産
館
「
と
き
め
き
」
や
西
鉄
バ
ス
久
留

米
八
女
車

庫
、
西
鉄
天

神
高
速
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

等
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

八
女
市
民
に
の
み
一
般
価
格
よ
り

３
８
６
０
円
お
得
な
２
万
７
千
円
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
千
円
で
福
岡

都
心
エ
リ
ア
が
乗
り

放
題
の
特
典
も
あ

り
ま
す
。
購
入
に
は

市
が
発
行
す
る
証

明
書
（
無
料
）
と

証
明
写
真
が
必
要

で
す
。

八女インター
高速バス利用者
専用駐車場

新
上
り
バ
ス
亭
（
福
岡
方
面
）

下
り
バ
ス
亭
（
熊
本
方
面
）

ス
ロ
ー
プ
が
付
い
た
下
り
バ
ス
停
階
段

上
り
（
福
岡
方
面
）
バ
ス
停

Mr.ジョージ
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　在宅の重度心身障害者（児）に、タクシー初乗り料
金分を助成します。月２枚で、申請した月から来年３
月までのチケットを交付します。（人工透析者は月４枚）
施設入所および入院中の人は該当しません。
◦対象＝次のすべてに該当する人
①非課税世帯の人②自動車税などの減免を受けてい
ない人③身体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ａ、精
神障害者保健福祉手帳１級を持つ人
※タクシー乗務員に身障者手帳、療育手帳を提示す
れば運賃が１割引になる場合があります。
◦持参するもの＝手帳、印鑑
◦申込・問い合わせ＝
福祉課（☎ 23・1335）／黒木支所（☎ 42・1114）
立花支所（☎ 23・4933）／上陽支所（☎ 54・2218）
矢部支所（☎ 47・3111）／星野支所（☎ 52・3113）

　　
聴
覚
・
音
声
・
言
語
機
能
の
し
ょ

う
が
い
の
た
め
、
意
思
の
疎
通
を

図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
人
た
ち

に
、
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者

を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
思

の
疎
通
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
事
業
で
す
。
利
用
を
希

望
さ
れ
る
人
は
身
体
障
害
者
手
帳

お
よ
び
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

派
遣
登
録
い
た
だ
け
る
手
話
通
訳

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
（
申
請
・
登
録
）

＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係

（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

　
八
女
地
区
障
害
者
等
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
「
リ
ー
ベ
ル
」
を
福
島

小
学
校
南
側
正
門
付
近
の
ビ
ル
に

開
設
し
て
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
い

ご利用ください
各種支援

者
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言

を
行
う
と
と
も
に
、
し
ょ
う
が
い

者
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
必
要
な

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
障
害

者
等
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
リ
ー

ベ
ル
」（
☎
２
２
・
２
６
１
０
）

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
】

　
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
専
門
職

員
が
、
医
療
・
福
祉
お
よ
び
地
域

の
社
会
基
盤
と
の
連
携
強
化
の
調

整
等
を
行
い
ま
す
。

▽
ゆ
う
ゆ
う
（
本
村
）

☎
２
２
・
２
６
３
０

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型
】

　
機
能
訓
練
・
社
会
適
応
訓
練
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
陽
だ
ま
り
の
里
（
本
）

☎
３
０
・
３
０
５
５

▽
ふ
ら
っ
ち
広
場
（
本
町
）

☎
２
４
・
３
０
２
２

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型
】

　
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
通
所
施
設

で
す
。

▽
「
茶
の
実
」（
黒
木
町
土
窪
）

☎
４
２
・
３
３
３
０

　
し
ょ
う
が
い
に
関
す
る
相
談
・
助

言
、
情
報
提
供
、
各
種
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

福 祉

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

相
談
支
援
事
業

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

在宅のしょうがい者に
タクシー料金の一部を助成します

  

こ
の
法
律
は
、
し
ょ
う
が
い
の
あ

る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
主
な
内
容

①
役
所
や
会
社
・
事
業
所
等
は
、

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、

正
当
な
理
由
も
な
く
「
差
別
的
な

取
り
扱
い
」
を
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、「
し
ょ
う
が
い
が
あ

る
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
ア
パ
ー

ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
、

車
い
す
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
店
に

入
れ
な
い
こ
と
な
ど
は
、
し
ょ
う

が
い
の
な
い
人
と
違
う
扱
い
を
受

け
て
い
る
の
で
「
差
別
的
な
取
り

扱
い
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ

て
い
る
時
に
、
そ
の
人
の
し
ょ
う

が
い
に
合
っ
た
支
援
の
方
法
を
相

手
に
伝
え
て
、
応
援
す
る
こ
と
な

ど
を「
合
理
的
配
慮
」と
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
聴
覚
し
ょ
う
が
い
の

あ
る
人
に
声
だ
け
で
話
す
、
視
覚

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
に
書
類
を

渡
す
だ
け
で
読
み
上
げ
な
い
こ
と

は
、
し
ょ
う
が
い
が
な
い
人
に
は

き
ち
ん
と
情
報
を
伝
え
て
い
る
の

に
対
し
て
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

人
に
は
情
報
を
伝
え
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
よ
っ
て
筆
談
や
手
話
、

書
類
を
読
み
上
げ
る
な
ど
そ
の
人

の
し
ょ
う
が
い
に
合
っ
た
工
夫
や

や
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
市
で
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
、

お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

あ
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、
相
談
事
業
の
充
実
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
啓
発
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う

が
い
者
福
祉
係

（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

 「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

         

が
施
行
さ
れ
ま
す

4 月から

障害者週間用ポスター優秀作品



広報やめ　2016.4.113

狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
発
症
後
の
死
亡
率
は

ほ
ぼ
１
０
０
％
で
、
現
在
も
確
立
し
た
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
日
本
で
は
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
25

年
度
に
は
台
湾
で
狂
犬
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の

周
辺
国
を
含
む
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
依
然
と
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。
日
本
は
常
に
侵
入
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
万
一の
侵
入
に
備
え
た
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
う
際
に
は
、
市
区
町
村
へ
の
登
録
と
鑑
札
の
装
着
、

年
に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

※4月10日㈰は休日の集団接種を行います。

日にち 場　　　　　所 時　　間

4月4日㈪ 立花
北山コミュニティセンター 13:30 ～ 14:10
白木コミュニティセンター 14:30 ～ 15:00

4月5日㈫ 八女

八女市西公民館 9:45 ～ 10:15
三河小学校 10:30 ～ 11:30
上妻小学校（北側駐車場） 13:30 ～ 14:10
長峰小学校（給食室横） 14:30 ～ 15:30

4月6日㈬ 八女
室岡公民館 10:00 ～ 11:20
八女市東公民館 13:30 ～ 14:30
JA東部センター（JA忠見支所跡） 14:45 ～ 15:15

4月7日㈭ 立花
八女市立花体育館 10:00 ～ 11:30
辺春コミュニティセンター 13:30 ～ 14:00
旧下辺春小学校（菜の花の丘） 14:30 ～ 15:00

4月8日㈮ 上陽

旧八女市上陽保健センター 10:00 ～ 11:00
農村婦人の家しらべ 11:30 ～ 11:50
研修センター発心 13:20 ～ 13:50
コミュニティセンター耳納 14:30 ～ 15:00

4月10日㈰
八女 八女市役所前駐車場 9:30 ～ 11:30
黒木 黒木支所前駐車場 13:00 ～ 14:30

4月20日㈬ 黒木

笠原東交流センター 10:30 ～ 10:50
笠原集会所 11:10 ～ 11:40
ＪＡふくおか八女黒木支店（田代） 13:30 ～ 14:00
神露淵集荷場 14:20 ～ 14:40

4月21日㈭
黒木

JA 木屋ライスセンター 10:00 ～ 10:50
旧大淵小学校車庫 11:20 ～ 12:00

矢部 八女市矢部体育館下駐車場 13:30 ～ 14:10
4月25日㈪ 黒木 豊岡コミュニティセンター 13:30 ～ 14:30

4月26日㈫ 八女

八女市東公民館 9:50 ～ 10:20
長峰小学校（給食室横） 10:50 ～ 11:40
八女市役所裏駐車場 13:30 ～ 14:30
下津江公民館 15:00 ～ 15:30

4月27日㈬ 星野

小野１区多目的集会施設 10:15 ～ 10:40
長尾地区農村集落センター 10:55 ～ 11:15
耳納館 11:25 ～ 11:50
上郷地域交流センター 13:15 ～ 13:35
星野支所駐車場 14:00 ～ 15:00

5月10日㈫
黒木

豊岡コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30
八女市黒木体育館 10:50 ～ 11:30

矢部 八女市矢部体育館下駐車場 13:00 ～ 13:30
黒木 平野肥料倉庫 14:20 ～ 14:40

5月11日㈬

上陽 旧八女市上陽保健センター 10:00 ～ 10:20
星野 星野支所駐車場 11:00 ～ 11:30

立花
八女市立花体育館 13:30 ～ 14:30
北山コミュニティセンター 14:50 ～ 15:20

犬の登録および狂犬病予防集団注射日程表 ４
月
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
の

集
団
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

お願い
▷当日は案内ハガキにある問診票を記入の上、持参し
てください。
▷予防注射には犬が動かないようにできる人が連れて
きてください。必ず首輪・リードの装着をお願いします。
▷飼い犬の死亡、飼い主の住所変更等は、環境課また
は各支所へ届けてください。
▷八女市内すべての会場で注射を受けることができま
す。日程表をご覧ください。注射は時間厳守、雨天決行
で行います。
▷なるべくお釣りが要らないようにお願いします。

料金
▷狂犬病予防注射手数料＝３，１５０円
　(注射済票交付料含) 
※未登録犬には別途、新規登録料として３，０００円が
必要です。

問い合わせ
▷環境課（☎２３・１４６２）
▷黒木支所市民生活福祉課（☎４２・１４６３）
▷立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
▷上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
▷矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
▷星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

ボクらのため

にもちゃんと

してワン！
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調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
広

報
や
め
４
月
15
日
号
と
と
も
に
配
布

さ
れ
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
見
て
い
た

だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
人
権
教
育

や
啓
発
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
に
つ
い
て

話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一つ
の
社
会
が
形
成
さ
れ
維
持
さ
れ

て
い
く
上
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
考
え

方
と
い
う
も
の
が
、
ど
ん
な
社
会
に
も

あ
り
ま
す
。
固
有
の
伝
統
や
常
識
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
伝

統
や
常
識
は
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、

科
学
技
術
の
進
歩
や
倫
理
規
範
の
変

化
に
よ
っ
て
、
時
代
と
と
も
に
常
に
変

わ
り
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
物
理
的

な
環
境
の
影
響
を
受
け
に
く
い
、
精

神
的
な
伝
統
や
常
識
は
、
な
か
な
か

簡
単
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
「
人
権
」
の
話
を
し
て
も
な
か
な
か

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
と
よ
く
聞
き

ま
す
が
、そ
の
最
大
の
理
由
は
、
実
は
、

「
人
権
」
の
話
と
い
う
も
の
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
人
生
観
や
価
値
観
の
根

底
に
あ
る
伝
統
や
常
識
を
問
う
も
の

だ
か
ら
な
の
で
す
。

　

例
え
ば
、「
世
の
中
に
は
男
性
と
女

性
し
か
存
在
せ
ず
、
男
女
が
結
婚
し

て
夫
婦
と
な
り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

て
い
く
の
が
当
然
」
と
い
う
常
識
を
前

提
に
す
る
か
ぎ
り
、
同
性
婚
を
は
じ
め

と
す
る
性
的
少
数
者
の
問
題
を
理
解

す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
は
お
分
か
り

で
し
ょ
う
。

　

２
０
０
０
年
に
人
権
教
育
啓
発
の

継
続
的
実
施
の
た
め
の
人
権
教
育
啓

発
推
進
法
が
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
、
21
世
紀
を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

に
「
人
権
」
の
視
点
か
ら
日
本
社
会

の
伝
統
や
常
識
を
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
、
国
が
宣
言
し
た
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
う
い
っ
た

大
き
な
視
点
か
ら
、
今
回
の
市
民
意

識
調
査
の
意
義
や
目
的
を
考
え
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
の

意
識
調
査
の
分
析
を
担
当
し
ま
し
た

が
、
八
女
市
の
分
析
で
特
長
的
で
あ
っ

た
の
は
、
平
成
23
年
の
県
民
意
識
調

査
に
比
べ
、
市
民
全
体
の
人
権
問
題
へ

の
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
と
、
若
い
世

代
の
中
に
も
確
か
な
人
権
意
識
を
育

ん
で
い
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
の
二
つ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
「
人
権
」
の

話
に
目
を
向
け
、
耳
を
傾
け
、
住
み

よ
い
八
女
市
を
創
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
八
女
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
の
か
を
知
り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い
く
た
め
実
施
し
た
も
の
で

す
。
調
査
方
法
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
３
０
０
０
人
に
無
記
名
で
回
答
用
紙

を
返
送
し
て
も
ら
い
、
１
３
３
４
人
の
方
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
、
意
識
調
査
の
分
析
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
公
益
社
団
法
人 

福
岡
県
人
権
研
究
所
の
加
藤
陽
一
さ
ん
に
、
教

育
・
啓
発
の
必
要
性
や
八
女
市
の
特
長
を
伺
い
ま
し
た
。

住
み
よ
い
八
女
市
を
創
る

　
～
市
民
意
識
調
査
の
分
析
か
ら
～

な
ぜ
人
権
教
育
が
必
要
な
の
か

日
本
社
会
の
常
識
を
変
え
る

分析を担当した加藤陽一さん

八女市では人権セミナーを開催。市民に関心の高い
テーマを取り上げ、現地に行って学ぶフィールドワー
クも行っています

若
者
に
期
待

広報やめ４月１５日号ととも
に配布予定の冊子

私が調査結果
の解説をする
よ。一緒に学
びましょう。
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30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　
横
町
交
流
館
の
４
月
の
企
画
展
は
大
隈
長
生
さ

ん
の
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
隈
さ
ん
は
、
教
職
に
携
わ
り
な
が
ら
示
現
会

や
八
女
文
化
連
盟
な
ど
で
活
躍
。
石
灯
籠
や
石
像

彫
刻
を
テ
ー
マ
と
し
て
作
品
を
書
き
続
け
て
き
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～
巨
大
な
石
切
り
場
の
中
に
立
ち
、
林
立
す
る
石

燈
籠
に
身
を
任
せ
る
時
。
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
フ
ォ

ル
ム
の
面
白
さ
、
マ
チ
エ
ー
ル
の
微
妙
な
美
し
さ
や

色
彩
の
階
調
は
、心
か
き
た
て
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

精
神
の
高
揚
を
石
に
託
し
て
絵
筆
を
と
り
キ
ャ
ン

バ
ス
に
向
か
う
時
、
高
く
遙
か
に
時
空
を
こ
え
た
魂

の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
～（「
石
に
託
す
」よ
り
）

⃝

期
間
＝
３
月
26
日
㈯
～
４
月
24
日
㈰

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
　（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

大
隈
長
生

回
顧
展

4月の
横町町家
交流館の
催し

婚
勝
つ
！

  

大
作
戦

２
０
１
６

in
八
女

　女市が開催地となり、番組史上最多の 18 組のカップ
ルが誕生した 2015 年５月放送のＴＢＳ「ナイナイお

見合い大作戦！」。このお見合いを誘致し成功に導くために、
地元有志による” チーム八女 ” が結成され、数年にわたり
活動が展開されました。今回この ” チーム八女 ” が再結成。

「地域の嫁不足解消」をテーマに、継続的な取り組みとして
「八女お見合いツアー（婚勝つ！大作戦 2016 in 八女）」を
年 2 回実施していくことを決定しました。この様子はＲＫＢ
今日感テレビの番組の中で放送される予定です。
　チーム八女では、「婚勝つ！大作戦 2016 in 八女」の
春実施に参加する独身男性を大募集します。どうぞふるっ
てご応募ください！
※女性の募集はＲＫＢ今日感テレビで行われる予定です。

久木原夫妻 高木夫妻

八女市在住
参加男性
大募集！

　寄付のお礼（敬称略）

◦上妻小学校へ
昭和 43 年卒同窓会代表　東賢治＝児童図書８冊

「ナ
イナ
イのお見

合い大作戦」では　　

　3
月現
在2組がゴールイン♥

婚勝つ！大作戦 2016 in 八女
♥開催日時＝ 6 月 4 日㈯
♥男性参加予定人数（八女市在住限定）＝ 20 人
♥男性参加費用＝ 2,000 円
♥応募期間＝ 4 月1日㈮～ 12日㈫
♥問い合わせ＝ Team 八女連合会 実行委員長角さん

（☎ 090・7152・5715）

八

キ
リ
ト
リ
セ
ン

石切場

※関連記事は 17 ページ
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　Tea
m八女連合会で

八女を盛り上げる

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

消費生活
そうだん

⑯

今
回
は
新
生
活
の
時
期
に
起
こ
り
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
時
期
、
新
た
に
携
帯
電
話
を
手
に
入
れ
た
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
り
す
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
必
ず
お
金
が
関
わ
っ
て
く
る

の
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
事 

例
】　

　

サ
ー
ク
ル
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
『
い

い
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
る
か
ら
や
っ
て
み
な
い

か
？
必
ず
儲
か
る
し
、
簡
単
な
バ
イ
ト
だ
か

ら
…
』
と
言
わ
れ
、
話
を
聞
く
た
め
に
つ
い

て
行
っ
た
。
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
つ
い
て
行
く
と
、

ス
ー
ツ
を
着
た
男
性
が
待
っ
て
い
て
、
バ
イ

ト
の
話
を
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
は
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
面
倒
な
こ
と
は
全
部
会
社

が
し
て
く
れ
る
ら
し
い
。

面
倒
な
こ
と
は
せ
ず
に

お
金
が
も
ら
え
る
な
ら
、

こ
ん
な
に
い
い
こ
と
は
な

い
と
思
っ
た
。
お
金
が
な

か
っ
た
の
で
、
指
示
さ
れ

る
ま
ま
サ
ラ
金
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
か
ら
お
金
を
借
り
る

手
続
き
を
し
て
、
お
金
を
手
渡
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
、会
社
と
連
絡
が
と
れ
な
く
な
り
、

借
金
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

社
会
に
出
た
ば
か
り
の
若
い
人
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
出
会
う
機
会
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
に
は
、
だ
ま
し
て
お
金
や

個
人
情
報
を
引
き
出
し
て
奪
お
う
と
す
る

人
た
ち
も
い
ま
す
。
よ
く
分
か
ら
な
い
、

根
拠
の
な
い
仕
組
み
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
話
し

て
、
魅
力
的
で
お
金
儲
け
で
き
る
と
信
じ

込
ま
せ
る
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
な
ど
、
ク
チ
コ
ミ
で
販
売
組

織
を
広
げ
る
も
の
や
、「
今
ま
で
に
な
か
っ

た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ど
と
言
っ
て
お

金
儲
け
が
で
き
る
と
近
づ
い
て
く
る
人
に

は
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
仕
組
み
を
き
ち
ん
と
理
解
で
き
な
い
バ

イ
ト
に
は
手
を
出
さ
な
い
。

◦
高
額
な
費
用
の
負
担
を
求
め
ら
れ
る
バ

イ
ト
は
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、

返
金
を
求
め
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

◦
マ
ル
チ
商
法
な
ど
は
知
り
合
い
を
勧
誘

す
る
の
で
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

◦
今
回
の
事
例
の
よ
う
に
、
不
意
打
ち
に

勧
誘
さ
れ
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

（
無
条
件
解
約
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
す
ぐ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生

活
相
談
窓
口
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時
30

分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

※
毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
で
出
張
相
談
（
☎
４
２・１
１
１
１
）

い
い
バ
イ
ト
が
あ
る
？

大
雪
や
新
聞
す
で
に
届
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
松
﨑  

伸
子

お
見
事
な
幾
何
学
模
様
の
薄
氷

　
　
　
　
　
　
　
　
牛
島  

景
子

紅
梅
や
影
に
ほ
ん
の
り
紅
の
彩い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
堤   

多
鶴
子

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
足あ
う
ら裏

に
遊
ぶ
薄
氷

　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
原
篤
子

竹
灯
籠
梅
花
描
く
や
彩あ
や

な
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
松
延
み
さ
と

八
女
紫
苑
句
会

16

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 28.4）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
八
女
連
合
会
初
代
実
行
委
員
長　

角  

雅ま
さ 

博ひ
ろ

さ
ん（
馬
場
）

市内で新車・中古車販売業を営む
角さんは、八女商工会議所青年部
副会長当時、ナイナイのお見合い大
作戦で副実行委員長として奔走。
「八女商工会議所青年部でまちづ
くりの大切さを学びました。今まで
それぞれで活動してきた商工会議
所や商工会、ＪＣ、ＪＡなどの青年
部がつながる組織ができたことは
大きな収穫となりました」

87
　

昨
年
５
月
に
放
送
さ
れ
、
番
組
史
上

最
多
18
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た『
ナ

イ
ナ
イ
の
お
見
合
い
大
作
戦
in
八
女

市
』
。
成
功
に
導
い
た
の
は
、八
女
を
愛

す
る
２
０
０
人
の
団
結
力
で
し
た
。

「
き
っ
か
け
は『
お
見
合
い
大
作
戦
を
ぜ

ひ
八
女
市
で
！
』と
の
一
人
の
農
業
男
性

の
熱
い
思
い
で
し
た
。番
組
を
呼
ぶ
に
は

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
な
い
と
い
け

な
い
、人
手
も
お
金
も
い
る
、市
の
協
力

も
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
の
申
込

か
ら
２
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
各
団
体

が
一
致
団
結
し
、
協
力
体
制
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
収
録
日
前
半
月
か
ら
仕
事

そ
っ
ち
の
け
で
準
備
に
奔
走
。当
日
は
イ

ベ
ン
ト
・
会
場
準
備
・
車
の
手
配
な
ど
、

総
勢
２
０
０
人
が
裏
方
と
し
て
走
り
回

り
ま
し
た
。結
果
、大
成
功
。お
出
迎
え

で
は
八
女
伝
統
工
芸
館
駐
車
場
に
５
０

０
０
人
を
超
え
る
方
が
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
未
来
の
八
女
の
花
嫁
を
歓
迎
。

18
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。こ

の
数
字
は
ど
ち
ら
も
番
組
最
多
で
、
今

も
破
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

番
組
誘
致
の
目
的
は
、嫁
不
足
解
消

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
八
女
を
Ｐ
Ｒ
し

た
い
と
の
思
い
で
し
た
。全
国
に
八
女
の

素
晴
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
と
お
伝
え
で

き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、『
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
』

と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
市
内
全
域
・
各
団

体
を
網
羅
す
る
強
力
な
つ
な
が
り
が
で

き
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。こ
の

組
織
で
さ
ら
に
八
女
を
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と『
Ｔｅ
ａ
ｍ
八
女
連
合
会
』を
作

り
、毎
年
１
～
２
回
の
ペ
ー
ス
で
お
見
合

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。八
女
の
温

か
い
歓
迎
を
見
て
、触
れ
て
、『
ぜ
ひ
八

女
に
嫁
ぎ
た
い
！
』
と
い
う
女
性
が
大

勢
い
ま
す
。会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
、
事
業
を
開
催
し
て
八
女
市
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

　Tea
m八女連合会で

八女を盛り上げる婚 勝 つ！大 作 戦
2016 ＠八女

♥ 日 時 6 月 4 日 ㈯
♥男性 参 加予 定 人
数（八女市在住限定）
20 人♥男性参加費用
2000 円♥応募期間 4
月1日㈮～ 12日㈫♥
問い合わせ＝角さん

（090・7152・5715）
※関連記事は 15 ページ

♥本館　2日、9日、16日、30日
おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時から
小学生の皆さんもぜひ来てくだ
さい！
♥黒木分館　2日㈯10時30分～
おはなしコーナー

4月のよみきかせ

4月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象♪
♥本館　3日㈰、16日㈯11時～
２階研修室　※4月から本館は
月2回開催します。第１日曜日と
第3土曜日に開催します
♥黒木分館　23日㈯10時30分
～　おはなしコーナー
※4月から第4土曜日に変更します。

4月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
4 ㈪ ,11 ㈪ ,18 ㈪ ,25 ㈪ ,29 ㈷

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
4 ㈪ ,11 ㈪ ,18 ㈪ ,25 ㈪ ,29 ㈷図書館の休館日

4月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

5 ㈫ ,12 ㈫ ,19 ㈫ ,26 ㈫ ,29 ㈷

✿ 4 月の館内整理日は 29 日㈷✿

図
書
館
で
、
利
用
し
な
く
な
っ
た
本
や
雑
誌
を
お
譲
り
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
3
日
㈷
～
8
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
本
館
２
階
ロ
ビ
ー
と
研
修
室

　
※
本
を
入
れ
る
袋
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ

◦
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
に

合
わ
せ
て
図
書
館
で
は
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

①
し
お
り
配
布
（
本
館
）

②
「
春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は

な
し
か
い
」
４
月
23
日
㈯
14

時
か
ら
。
本
館
２
階
研
修
室

③
「
本
de
ビ
ン
ゴ
！
」
ビ
ン

ゴ
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
、
指

定
の
分
類
の
本
や
お
す
す
め

の
本
を
借
り
て
ビ
ン
ゴ
を
完

成
さ
せ
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
！

（
本
館
・
分
館
）

④
「
こ
ど
も
の
日
映
写
会
」

５
月
5
日
㈷
14
時
か
ら
。
八

女
文
化
会
館
２
階
研
修
室

　

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
映
写

会
で
す
。
子
ど
も
向
け
の
内

容
で
す
が
大
人
の
方
も
懐
か

し
い
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
映

像
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

⑤
テ
ー
マ
図
書
の
展
示
（
本

館
・
分
館
）

⑥
テ
ー
マ
ワ
ッ
ペ
ン
の
着
用

★
２
０
１
６･

第
58
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間
★

　
「
四
角
い
本
に
ま
あ
る
い
心
」

4/23
㈯
～

5/12
日
㈭
ま
で
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凡 
例

█ 平成 27 年度以前供用開始区域
█ 平成 28 年度供用開始区域（追加区域）

　
市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
と
豊

か
な
自
然
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
整
備
完
了
区

域
か
ら
順
次
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
上
記
の
と
お

り
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。
供

用
開
始
区
域
の
詳
細
は
、
３
月
31
日
㈭

か
ら
４
月
15
日
㈮
ま
で
上
下
水
道
局
で

縦
覧
で
き
ま
す
（
土
、
日
曜
を
除
く
）。

　
市
で
は
、下
水
道
へ
の
接
続
工
事（
排

水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
制
度
】

　
助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要
し
た

費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用
開
始
か
ら

市
の
工
事
完
了
検
査
の
日
ま
で
の
期
間

に
よ
り
次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　
そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
期
限
が
迫
る
と
、
指
定
工
事
店
へ
の

発
注
が
集
中
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。早
め
に
工
事
計
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造
工
事

は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

◦
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

◦
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
に
０・２
％
を
加
え
た

利
率

◦
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以
内
の

元
金
均
等
月
賦
償
還

※
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
は
、
民
間
金
融

機
関
が
優
良
企
業
向
け
の
資
金
貸
出

に
適
用
す
る
最
優
遇
金
利
の
こ
と
。

【
１
か
月
の
使
用
料
（
税
抜
き
）】

◦
基
本
使
用
料
１
３
３
４
円
（
汚
水
量

７
㎥
ま
で
）

◦
超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き
１
７
２
円
）

【
使
用
料
の
計
算
方
法
】

　

使
用
料
は
２
か
月
ご
と
に
排
出
さ
れ

る
汚
水
量
を
も
と
に
基
本
使
用
料
（
２

か
月
分
）
と
超
過
料
金
の
合
計
額
に
消

費
税
相
当
額
を
加
算
し
て
計
算
し
ま

す
（
10
円
未
満
切
り
捨
て
）。

【
汚
水
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
に
よ
り
算

定◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量
に
よ

り
算
定

◦
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る
場
合

　
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認
定
汚

水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方
に
よ
り
算
定

※
認
定
汚
水
量
は
一
般
家
庭
用
で
す
。

事
業
所
な
ど
の
場
合
は
人
員
そ
の
他
の

態
様
を
勘
案
し
て
定
め
ま
す
。

世帯人員による
１か月当たりの認定汚水量

１人の場合 ７㎥
２人の場合 14㎥
３人の場合 20㎥
４人の場合 24㎥
※５人以上の場合、１
人増えるごとに３立方
メートルを加算

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

接
続
後
の
使
用
料

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助

成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関
す

る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総

務
係
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

工
務
係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）

※
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
助

成
お
よ
び
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

公 共
下水道
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日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳

か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
学
生
の
間
は
一
般
的
に
所
得

が
低
く
納
付
が
難
し
い
場
合
が
多
い
の
で
、

在
学
中
の
保
険
料
を
猶
予
す
る
学
生
納
付
特

例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
学

生
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
よ
く
、

家
族
の
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
学
校
に
よ
っ
て
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
継
続
し
て
免
除
を
希
望
す

る
人
も
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

◦
申
請
方
法

　
４
月
１
日
㈮
か
ら
、
本
庁
市
民
課
の
国
保

年
金
係
お
よ
び
各
支
所
の
年
金
担
当
係
の
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
本
年
２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
人
で
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

は
が
き
式
の
申
請
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ

の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
す

れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

◦
必
要
書
類

①
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書

　
本
年
度
に
初
め
て
国
民
年
金
の
資
格
を
取

得
し
た
人
が
、
資
格
取
得
届
の
届
出
と
同
時

に
こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、添
付
不
要
で
す
。

②
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
在
学
証
明
書
（
平
成
28
年
４
月
１
日
以

降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）ま
た
は
学
生
証（
有

効
期
限
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）
の
写
し

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
各
種
学
校
に

つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程

に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
在

学
証
明
書
等
で
証
明
で
き
る
場
合
は
不
要
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合

　
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）と
印
鑑
、

さ
ら
に
申
請
人
と
別
世
帯
の
人
が
申
請
に
来

ら
れ
る
場
合
は
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学
生
に
な
っ
た
人

は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
必
要
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
な
ど
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
で
す
。
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
こ
の
「
25
年
以
上
」

と
い
う
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
や
す
た
め
、
こ
の
期
間
に
つ
い

て
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
２
年
を
超
え

て
納
付
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加

算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
卒
業
し
た
ら
早
め

の
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
障
害
や
死
亡
な
ど
不
慮
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

の
申
請
に
は
、「
そ
の
事
故
な
ど
が
発
生
し
た

月
の
前
々
月
ま
で
に
保
険
料
を
滞
納
し
た
期

間
が
、
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
の
３
分
の
１

以
上
な
い
」
こ
と
、
ま
た
は
「
そ
の
事
故
な

ど
が
発
生
し
た
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
」
こ
と
が
条
件
に

な
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期

間
は
、
保
険
料
納
付
期
間
と
同
様
に
こ
の
要

件
の
対
象
期
間
に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一の

と
き
に
も
安
心
で
す
。
た
だ
し
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
以
前
に
生

じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ

い
て
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
と
は

学
生
納
付
特
例
と
老
齢
基
礎
年
金
の
関
係

学
生
納
付
特
例
と
障
害
基
礎
年
金
等
の
関
係

　

  

学
生
納
付
特
例
は

４
／
１
㈮
か
ら
申
請
受
付

国 民 年 金み な のん

　
平
成
27
年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
で
納
付
さ
れ
た
世
帯

は
、
平
成
28
年
２
月
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
額
と

同
じ
額
を
「
仮
徴
収
」
と
し
て
４
、６
、８
月
に
年

金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
そ
し
て
７
月
に
平
成
28

年
度
の
税
額
が
決
定
し
た
の
ち
、
仮
徴
収
分
を
差

し
引
い
た
額
を
10
、
12
、
２
月
の
３
回
に
分
け
て

年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仮
徴
収
の
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
７
月
に

送
付
し
た
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
の
世
帯
】

　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
場
合
、

国
民
健
康
保
険
税
は「
特
別
徴
収
」に
な
り
ま
す
。

①
４
月
１
日
時
点
で
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て

お
り
、
世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
～
74

歳
で
あ
る
。

②
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
。

③
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
）
対
象
者
で
、
そ
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
計
額
が
、
年
金
支
給
額
の
２
分
の

１
未
満
で
あ
る
。

※
平
成
28
年
度
に
初
め
て
特
別
徴
収
と
な
る
世

帯
は
、
第
１
～
３
期
（
７
～
９
月
）
を
普
通
徴
収

で
納
付
し
、
第
４
～
９
期
分
を
10
月
、
12
月
、
２

月
の
３
回
に
分
け
て
、
年
金
天
引
き
で
の
納
付
と

な
り
ま
す
。

※
世
帯
主
が
75
歳
を
む
か
え
る
年
度
は
、
右
記
の

条
件
に
該
当
し
て
も
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

４・６・８
月
の
年
金
か
ら

仮
徴
収
を
行
い
ま
す

国保税特別
徴収の世帯は

　相談を希望の人は、久留米年金事務
所のお客様相談室におこしください。
◦月曜（休日の場合は翌日）＝
　　　　8時30分～19時
◦火～金曜＝8時30分～17時15分
◦毎月第2土曜＝9時30分～16時
※相談予約をご利用されれば、待ち時間
が少なくなります。
◦予約電話番号＝久留米年金事務所お
客様相談室（☎０９４２・３３・６２１５）
※予約の際は基礎年金番号をお知らせく
ださい。

年 金 の 談 は ！相

新
年

度
の

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３・１
１
１
６
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３・１
１
１
６
）



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
緒
玉
老
人
ク
ラ
ブ
は
２
月
15
日
㈪
に
多

世
代
交
流
館
で
「
ふ
れ
あ
い
懇
親
会
」
を

開
き
、
会
員
研
修
と
し
て
交
通
安
全
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
講
師
の
八
女
警
察
署

交
通
課
木
村
さ
ん
か
ら
、
県
内
の
交
通
事

故
の
現
状
と
高
齢
者
の
事
故
の
特
徴
を
詳

し
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

高
齢
者
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、「
歩
く

と
き
目
立
つ
色
の
服
装
（
反
射
シ
ー
ル
等
）

で
歩
道
を
歩
く
」「
車
を
運
転
す
る
と
き
、

標
識
や
人
・
車
の
動
き
に
注
意
す
る
」「
飲

酒
し
た
ら
、
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
」

こ
と
な
ど
を
交
通
標
識
や
図
面
を
使
っ
て

詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
交
流
会
の
と
き
に
交
通
事
故
の

恐
ろ
し
さ
が
話
題
に
な
り
、
全
員
で
事
故

に
「
遭
わ
な
い
」「
遭
わ
せ
な
い
」
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。（
会
長
・
梅
野
恵
生
）

高齢者の交通安全について学ぶ

　
平
成
27
年
11
月
28
日
に
開
館
し
た
八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化

交
流
館
い
わ
い
の
郷
の
来
館
者
が
、
３
月
５
日
㈯
に
つ
い
に
１
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。
開
館
３
か
月
で
の
ス
ピ
ー
ド
達
成
で
し
た
が
、

そ
の
幸
運
を
掴
ま
れ
た
の
は
筑
後
市
在
住
の
稲
員
正
雄
さ
ん
夫
妻

と
お
孫
さ
ん
の
３
人
で
し
た
。
来
館
の
理
由
は
「
旧
歴
史
資
料
館

閉
館
時
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
新
館
に
は
訪
れ
よ

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
退
館
時
に
花
束
と
記
念
品

を
受
け
取
っ
た
稲
員
さ
ん
家
族
は
、「
非
常
に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
、
ゆ
っ
く
り
見
学
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
九
州
国
立
博
物
館

に
も
似
て
い
て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
ま
た
来
訪
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
岩
戸
山
歴
史
文

化
交
流
館
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

来
館
者
１
万
人
突
破
！

岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
い
わ
い
の
郷

　
黒
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
高
原
光
典
会
長
）

か
ら
３
月
１
日
㈫
、
黒
木
小
学
校
と
黒
木
西
小

学
校
に
図
書
カ
ー
ド
20
万
円
分
を
そ
れ
ぞ
れ
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
今
年
黒
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
結
成
55
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
役
立
つ
も
の
を
と
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
の
収
益
金
も
含
め
て
寄
贈
し
ま
し

た
。
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、
心
豊
か
な
大
人

に
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
高
原
会
長
。
西

島
教
育
長
は
、「
八
女
市
の
小
学
校
で
は
読
書
に

も
力
を
い
れ
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
受
け
取
り
ま
し
た
。

黒
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
図
書
カ
ー
ド
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
公
共
嘱
託
登
記

土
地
家
屋
調
査
士
協
会
か
ら
３
月
９
日
㈬
、

同
協
会
が
公
益
目
的
と
し
て
吉
田
地
区
に

新
た
に
設
け
た
９
点
の
登
記
基
準
点
に
つ
い

て
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
登
記
基
準
点
と

は
、
土
地
の
測
量
の
基
本
と
な
る
基
準
点

の
こ
と
で
す
。
同
協
会
で
は
３
年
前
に
発
生

し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
念
頭
に
お
い

て
、
南
部
地
区
で
は
八
女
区
域
を
モ
デ
ル
地

区
に
指
定
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
測

量
成
果
簿
を
受
け
取
っ
た
三
田
村
市
長
は

「
登
記
基
準
点
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
事
業
を
行
う
う
え
で
も
、
農
地
の
境

界
ト
ラ
ブ
ル
解
決
等
に
も
大
変
役
立
ち
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

吉
田
地
区
に
９
点
の
登
記

基
準
点

八女市岩戸山歴史文化交流館
八女市吉田 1562-1 ☎ 0943・24・3200
◦開館時間＝ 9:00 ～ 17:15
◦休館日＝月曜日（祝日の場合は翌日）、年末・年始

いわいの郷 入
館
無
料

入館 1 万人目となった稲員さん家族
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第
10
回
全
国
玉
露
の
う
ま
い
淹

れ
方
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
３
月
13
日

㈰
福
岡
市
の
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
県

内
を
初
め
茶
ど
こ
ろ
で
あ
る
静
岡

や
京
都
な
ど
11
府
県
か
ら
１
０
５

人
が
参
加
し
、
６
歳
か
ら
82
歳
ま

で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
者
が

技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
５
人
１
組
で

対
戦
し
、
審
査
に
よ
り
一
人
だ
け

勝
ち
抜
け
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
制
限
時
間

の
10
分
間
で
茶
葉
や
湯
の
量
、
温

度
や
抽
出
時
間
等
を
調
節
し
な
が

ら
最
高
の
１
杯
を
淹
れ
ま
し
た
。

大
会
は
八
女
産
の
高
級
玉
露
が
使

わ
れ
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気

で
行
わ
れ
、
八
女
市
在
住
の
八
女

農
業
高
校
を
３
月
に
卒
業
し
た
赤

尾
百
伽
さ
ん
（
18
歳
）
が
優
勝
。

赤
尾
さ
ん
は
高
校
で
茶
道
部
に
所

属
し
、
授
業
の
被
服
実
習
で
自
ら

作
っ
た
絣
の
衣
裳
で
出
場
。「
湯

の
量
と
温
度
、
茶
葉
の
量
を
考
え

な
が
ら
心
を
込
め
て
淹
れ
ま
し
た
。

指
導
い
た
だ
い
た
先
生
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

▽
優
勝
　
赤
尾
百
伽
（
八
女
市
）

▽
準
優
勝
　
筬
島
静
香(

久
留
米

市
）
▽
入
賞
　
石
川
紗
丞
（
静
岡

県
藤
枝
市
）、
下
薗
千
恵
子
（
鹿

児
島
県
薩
摩
川
内
市
）、
永
石
佐

和
子
（
八
女
市
）
▽
特
別
賞
　
飯

村
一
仁
（
静
岡
県
藤
枝
市
）

八
女
市
の
赤
尾
さ
ん
が
優
勝

玉
露
の
う
ま
い
淹
れ
方
コ
ン
テ
ス
ト

　全国的に林野火災は、例年
春先から梅雨前のこの時期に多
く発生しています。春先に多い
のは、降水量が少なく空気が乾
燥し強風が吹くこの時期に火入

れが行われたり、山菜取りや登山のために入山者の火
の不始末などが原因に上げられています。
林野火災を防ぐため、次のことに注意しましょう。
◦枯れ草等の燃えやすいものの近くでたき火をしない。
◦喫煙は指定された場所で行い、吸いがらの投げ捨て
をしない。
◦各自のごみは、指定された場所に捨てるか持ち帰る。
◦火を使う場合、周囲の燃えやすいものに注意し、消
火用の水を準備しておく。
◦強風注意報や乾燥注意報等が発表されている場合
は、火の使用を控える。

優良運転者表彰について
【
地
区
表
彰
】
５
月

28
日
㈯
総
会
席
上

①八女交通安全協会長表彰
《資格要件》 5 年以上継続運転／ 5 年以上無事
故・無違反／交通安全協会会員

４
／
１
～
４
／
15
受
付

②八女警察署長・八女交通安全協会長連名表彰
《資格要件》10 年以上継続運転／ 10 年以上無
事故・無違反

【
県
表
彰
】
11
月
９
日
㈬

交
通
安
全
県
民
大
会
席
上

③福岡県警察本部長・県交通安全協会長表彰
《資格要件》10 年以上継続運転／ 10 年以上無
事故・無違反／②の表彰受賞歴

４
／
１  

～  

４
／
25
受
付

④全日本交通安全協会長「緑十字銅章」表彰
《資格要件》10 年以上継続運転／ 10 年以上無
事故・5 年以上無違反／③の表彰受賞歴
⑤九州管区警察局長・九州交通安全協会長連
名表彰《資格要件》15 年以上継続運転／ 20 年
以上無事故・10 年以上無違反／④の表彰受賞歴

《必要書類》運転免許証、無事故無違反証明書（申請委
任の場合は手数料 630 円と印鑑持参ください）

《問い合わせ》▽旧八女・立花＝八女交通安全協会（☎
24・5208）▽旧上陽・黒木・矢部・星野＝八女交通安
全協会東部事務所（☎ 42・0087）

　
お
茶
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
礼

儀
作
法
や
も
て
な
し
の
心
を
養
お

う
と
社
会
福
祉
法
人
隆
栄
会 

上
妻

保
育
園
で
３
月
10
日
㈭
、
お
茶
教

室
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
毎
月

１
回
開
催
し
て
き
た
１
年
間
の
集

大
成
と
し
て
、
さ
く
ら
組
の
年
長

者
26
人
が
お
茶
を
淹
れ
て
保
護
者

ら
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
八
女
茶
に
含
ま

れ
る
カ
テ
キ
ン
等
の
成
分
や
効
能

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
八
女
市
茶

業
青
年
部
黒
木
支
部
の
メ
ン
バ
ー

や
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

松
本
美
紀
子
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、

保
護
者
が
見
守
る
中
一
人
一
人
上
手

に
お
茶
を
淹
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

園
児
自
ら
握
っ
た
塩
お
に
ぎ
り
と

園
で
漬
け
た
た
く
あ
ん
が
準
備
さ

れ
、
美
味
し
い
お
茶
と
一
緒
に
み
ん

な
で
楽
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

園
児
が
心
を
込
め
て

お
茶
を
淹
れ
る

林野火災を防ごう！ 八女消防本部
★
３
月
15
日
号
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
「
優
良
運
転
表
彰
に
つ
い
て
」
に

一
部
追
加
・
変
更
（
紫
色
で
表
示
）
が
あ
り
ま
し
た
の
で
再
掲
し
ま
す
。

八女伝統本玉
露は、国の地
理的表示保護
制度に登録さ
れています。

②～⑤の資格要件には、「その他罰金以上の刑に当たる犯
罪行為がないこと」が加わります。

1・2回戦では最高級伝統本玉露が、決勝戦では27年度農林水産
大臣賞を受賞した日本一の八女伝統本玉露茶葉が使われました。

入賞おめでとうございます
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　平成 28 年４月から地域包括支援センターを日常生活圏域（旧市町村単位）ごとに配置し、
旧八女市は直営で、立花・黒木・上陽・矢部・星野地域は医療法人社団筑水会に業務委託し、
市民に身近なところで必要な支援が行えるよう、地域包括ケアシステムの構築、充実・強化を図っ
ていきます。

日常生活圏域 名　　称 所在地 電話番号
八女市直営 旧八女市 八女地域包括支援センター 本　　庁（１階） ２３・１２０３

医療法人
社団筑水会
に業務委託

黒木町 黒木地域包括支援センター 黒木支所（１階） ４２・１１１９
立花町 立花地域包括支援センター 立花支所（１階） ２４・８９２２
上陽町 上陽地域包括支援センター 上陽支所（１階） ２４・８３１５
矢部村 矢部地域包括支援センター 矢部支所（１階） ２４・９０１１
星野村 星野地域包括支援センター 星野支所（１階） ２４・８２１２

地域包括支援
センターを統括

市役所介護長寿課高齢者支援係 本　　庁（１階） ２３・１３０８

　上記の体制を踏まえ、平成 28 年度からは統括機能を担う高齢者支援係と各地域包括支援
センターが連携して、高齢者やその家族等に対して包括的・継続的な支援に努めていきます。
⃝連絡先＝八女市介護長寿課高齢者支援係（☎２３・１３０８）

※各地域包括支援センターへの支援・その他連携などの統括機能を担います。

教室名 内　　容 対象者・期間等
① 

し
っ
か
り
貯
筋
体
操

送迎なしでも参加できる人
が対象で筋力アップするた
めの体操を行います。

▪対象者＝運動器の機能低下に不安のある方　　
▪時間＝月２回程度　9 時 30 分～ 11時 30 分 
▪会場＝市内15 会場で実施予定（総合体育館／多世代
交流館／八女市保健センター／西公民館／東公民館／地
域交流センターふじの里／豊岡コミュニティセンター／立
花総合保健福祉センターかがやき／白木コミュニティセン
ター／上陽農業活性化センター／上陽東山ふれあいセン
ター／尾久保公民館／下横山コミュニティセンター／市
役所星野支所／矢部公民館） 
▪参加費＝無料　▪送迎なし

② 

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

　
 

グ
教
室

送迎を行い、筋力低下があ
る人を対象に、筋力、バラ
ンス感覚、柔軟性、敏しょ
う性等の向上を目指すととも
に、健康管理に対する意識
の向上を図ります。

▪対象者＝運動器の機能低下がみられる人・運動器の機
能向上が必要な人　　　　　　　　　　
▪時間＝原則週 1回　1回あたり1時間 30 分　 
           （最長６か月間）　　　　　　 
▪会場＝八女市保健センター（水曜日午前・午後）／豊
岡コミュニティセンター（火曜日午前・午後）／星野支所（木
曜日午後）／矢部公民館（月曜日午後）予定
▪参加費＝無料　▪送迎あり

③ 

は
つ
ら
つ
健
康

    

づ
く
り
教
室

送迎を行い、閉じこもり予防
や筋力アップのための運動
や認知症予防等を中心とし
たレクリエーション、口腔機
能向上や栄養改善等につい
て学び、実施します。食事
や入浴を利用できます。

▪対象者＝運動機能の低下や閉じこもりがち、もの忘れ等
の不安がある人 
▪時間＝原則週 1回　概ね 10 時～ 15 時 30 分　 
　　　　　 （最長 6 か月間）　         
▪会場＝旧市町村単位の 6 会場で実施予定 
▪参加費＝１回1,000 円（昼食・入浴代込）　　    
▪送迎あり

八女市役所 介護長寿課 高齢者支援係（☎ 23・1308）
黒木支所 市民生活福祉課 生活福祉係（☎ 42・1114）
立花支所 市民生活福祉課 生活福祉係（☎ 23・4933）

上陽支所 市民生活福祉課 市民生活福祉係（☎ 54・2218）
矢部支所 市民生活福祉課 市民生活福祉係（☎ 47・3111）
星野支所 市民生活福祉課 市民生活福祉係（☎ 52・3113）

平成２８年度
八女市高齢者
介護予防事業

参加者募集

【
申
し
込
み
に
つ
い
て
】

⃝

対
象
者
＝
市
内
に
居
住
す
る
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
お
ら
ず
、

主
治
医
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
の
対
象
と
な
る
人
。

⃝

参
加
希
望
者
は
、
市
役
所
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
ま
た
は
、
各

支
所
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝

申
し
込
み
は
左
図
①
～
③
の
教
室
の
い
ず
れ
か
１
つ
の
み
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
、

八
女
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

市
内
６
か
所
に
設
置
し
ま
す

申 

込

▼平成 28 年度地域包括支援センターの新体制
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　健康的に運動習慣をつけ、体重を減らすこと
を目的とした５か月間（５月～９月）の運動教室
を開催します。「体重を減らしたいがどんな運動
をしたらいいか分からない」「一人でしていたが
長く続かない」という人は、ぜひこの機会に参
加ください。健康運動指導士による指導のもと、
運動実践を行います。参加希望の人は、左表内
のいずれかの会場を選んで 5 月16 日㈪までに
申し込みください。申し込
み多数の場合、初めて参
加される人を優先します。
◦申込・問い合わせ＝
健康推進課保健指導係

（☎２３・１３５２）

　

市
で
は
、
５
月
15
日
㈰
に
お
り
な

す
八
女
で
「
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
考
え
て

い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
詳
細
は
、

５
月
１
日
号
広
報
や
め
・
各
世
帯
に

配
布
す
る
「
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

胃
の
健
康
度
検
診
と
は
、
ピ
ロ
リ

菌
感
染
の
有
無
と
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン

検
査
に
よ
り
、
将
来
の
胃
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
を
調
べ
ま
す
。（
胃
が
ん

そ
の
も
の
を
見
つ
け
る
検
査
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

◦
日
時
＝
５
月
15
日
㈰
12
時
～
14

時
30
分
受
付

◦
定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
（
健
康
づ

く
り
フ
ェ
ス
タ
会
場
内
で
実
施
）　

◦
予
約
＝
４
月
４
日
㈪
～
４
月
28
日

㈭
※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

◦
対
象
＝

①
八
女
市
に
住
民
票
を
有
す
る
人

②
20
歳
～
74
歳
の
人
（
平
成
28
年

４
月
1
日
現
在
）

◦
検
査
で
き
な
い
人
＝

▽
胃
・
食
道
・
十
二
指
腸
疾
患
で
治

療
中
の
人

▽
胃
酸
の
分
泌
を
抑
え
る
薬
を
服

薬
中
の
人

▽
胃
を
切
除
さ
れ
た
人

▽
慢
性
腎
不
全
の
人

▽
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
治
療
を
さ
れ
た
人

▽
免
疫
不
全
・
低
下
の
状
態
に
あ
る

人◦
内
容
＝
血
液
検
査

※
絶
食
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

◦
自
己
負
担
＝
１
０
０
０
円

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進

課
保
健
指
導
係
（
☎
２
３
・
１
３
５

２
）

４月７日は、
世界「健康の日」

健
康
に
よ
い
こ
と

　
実
践
し
ま
せ
ん
か

１
９
５
０
年
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
定
め
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
悪
習
慣
を
見
直
し
、
何
か
健
康
に
よ
い
こ
と

を
実
践
し
ま
せ
ん
か
。

会　場 日　程 時　間 内　容

【西部会場】
立花総合保健
福祉センター

「かがやき」

おおむね第1・
3 火曜日（初回
５/17 火曜日）

13 時 30 分～
15 時

（受付13時～）

有酸素運動や筋肉ト
レーニング（リズム
体操・ステップ運動・
ヨガ等）

【東部会場】
黒木地域交流
センター

「ふじの里」

おおむね第1・
3 金曜日（初回
5/25 水曜日）

10 時～
11時 30 分

（受付 9 時 30
分～）

有酸素運動や筋肉ト
レーニング

（ジムの器具を使用し
た運動等）

【対象者】
40 歳～ 64 歳の人で運動を通して生活習慣の改善を
図りたい人。特に次の人を優先させていただきます。
❖ＢＭＩ（体格指数）25 以上の人　
❖ＢＭＩ計算式＝体重 (kg) ÷身長 (m) ÷身長 (m)
お持ちの健診結果をご覧ください。
❖お腹周りが男性 85㎝以上・女性 90㎝以上の人

楽しみながら運動習慣
を身につけましょう！

ヘルシー運動教室（前期）の募集

胃
の
健
康
度

検
診
を
受
け

ま
せ
ん
か

（
要
予
約
）

5/15
㈰

コ
ン
ビ
ニ
収
納
で
き
る
市
税
等

問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課

（
☎
２
３・２
６
６
６
）

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
納
付
し
て
い
た
だ

く
み
な
さ
ん
の
利
便
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
さ
ら
に
介
護
保
険
料
、
保

育
料
、
住
宅
使
用
料
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
や
市

役
所
の
窓
口
に
加
え
、
曜
日
や

時
間
に
関
係
な
く
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
コ
ン

ビ
ニ
）
で
の
納
付
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
手
数
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
税
金
】

◦
固
定
資
産
税
◦
市
県
民
税（
普

通
徴
収
）
◦
国
民
健
康
保
険
税

（
普
通
徴
収
）
◦
軽
自
動
車
税

【
料
金
】

◦
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

◦
保
育
料
◦
住
宅
使
用
料
◦
水

道
料
金
◦
簡
易
水
道
料
金
◦
下

水
道
使
用
料

◦
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

※
た
だ
し
、
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー

ド
印
字
の
な
い
も
の
は
、
コ
ン
ビ

ニ
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

水
道
料
金
等
に

続
き
コ
ン
ビ
ニ

収
納
で
き
る
料

金
が
増
え
ま
す

介
護
保
険
料

保
育
料

住
宅
使
用
料



八
女
出
身
・
在
住
作
家
く
ろ
く
も

舎
に
よ
る
異
色
作
品
の
数
々
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料

◦
期
間
＝
４
月
28
日
㈭
～
５
月
10

日
㈫
９
時
～
17
時
（
最
終
日
16
時

ま
で
）
５
月
９
日
㈪
休
館

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

【
切
り
絵
体
験
し
ま
せ
ん
か
】

『
蝶
と
薔
薇
の
モ
ビ
ー
ル
作
り
』

◦
日
時
＝
５
月
１
日
㈰
、
８
日
㈰
、

14
時
ス
タ
ー
ト
◦
定
員
＝
５
人
◦
料

金
＝
２
５
０
０
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎

２
２
・
３
１
３
１
）

　

冒
険
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
い
っ
ぱ
い

の
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

◦
日
時
＝
４
月
24
日
㈰
８
時
八
女

公
園
集
合
※
雨
天
決
行

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
公
園
～
千
間
土
居

公
園
往
復
約
６
㌔

◦
総
会
＝
同
日
11
時
か
ら
お
り
な

す
八
女
研
修
棟
２
階
３
号
室
に
て

開
催
。
新
規
会
員
募
集
。
継
続
会

員
も
手
続
き
く
だ
さ
い
。
※
年
会

費
１
２
０
０
円
（
当
日
納
入
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

　

八
女
手
漉
き
和
紙
を
使
っ
た
、

時
30
分

◦
場
所
＝
筑
後
弁
護
士
会
館
（
久

留
米
市
篠
山
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
弁
護
士
会
筑

後
部
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）

　

前
年
度
の
初
心
者
教
室
受
講
生

の
卒
業
記
念
演
奏
か
ら
、
ギ
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
ま
で
楽
し
め

ま
す
。
入
場
料
無
料

◦
日
時
＝
４
月
23
日
㈯
18
時
30
分

開
演
（
20
時
10
分
終
演
予
定
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
主
な
曲
目
＝
ひ
ま
わ
り
、
ア
ル
ハ

ン
ブ
ラ
の
思
い
出
、
サ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー
ほ
か

険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
歩
こ
う
会

白
鳥
さ
ん
（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

今
回
は
「
認
知
症
の
人
の
気
持

ち
思
い
を
理
解
し
て
関
わ
る
」
と

題
し
、
松
尾
直
子
さ
ん
（
き
ら
め

き
認
知
症
ト
レ
ー
ナ
ー
）
の
講
演
。

参
加
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
４
月
12
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　

参
加
無
料
、
事
前
予
約
不
要
、

70
人
先
着

◦
日
時
＝
４
月
16
日
㈯
13
時
～
14

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

で
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
出
店
者

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
4
月
10
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
4
月
10
日
㈰
７
時
30
分

立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
立
花
体
育
館
～
べ
ん
が

ら
村
～
千
間
土
居

※
参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は
保

く
ろ
く
も
舎　
切
り
絵
展

「
白
宙
夢
は
く
ち
ゅ
う
む
」

「
Ｕ
Ｇ
Ｅ
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
」
～
春
の
発
表
会
～

お
知

ら
せ

空き家を売りたい・貸した
い人は、下記までお問い合
わせください。
⃝募集対象エリア＝八女市
全域⃝問い合わせ＝地域振
興課定住対策係
（☎24・8013）
★受付時間＝平日9時～16
時 30 分※お越しの際は必
ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪
八
女
軽
ト
ラ
市

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
歩
こ
う
会
総
会
ウ
オ
ー
ク

市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
（
相
続
）

劇
団
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
白
雪
vs
赤
ず
き
ん
」

第
29
回
地
域
活
動
講
演
会

　消防庁消防大学校で客員教授を務める山口
大学大学院理工学研究科准教授 瀧本浩一氏を
招き、「地域防災の考え方、すすめ方」と題して
防災講演を開催します。これからの地域におけ
る防災のあり方や地域づくりについて考え、地域
の防災力向上につなげていきましょう。入場無料。
多くの皆さんのご参加をお願いします。
⃝日時＝4 月22日㈮15 時開場、15 時15 分開演
⃝場所＝おりなす八女ハーモニーホール
⃝問い合わせ＝防災安全課（☎２３・１７３１）

八女市防災講演会

くらぶ名 開催日時 定員

①折り紙 毎月第 2・4 火曜日
13 時～ 15 時 20人

②がんばるーん運
動

毎月第 2・4 水曜日
10 時～ 11時 30 分 20人

③グラウンドゴル
フ 毎週月～土曜日 ―

④ソフトダーツ 毎週木曜日
13 時～ 15 時 ―

⑤野外活動（市民
が楽しく参加できる
イベントを計画）

土曜日（不定期）
※広報やめ・ＦＭ放
送で募集

変動

　高齢者から子どもまでの多世代の皆さんが交
流できるくらぶを開催します。
⃝開催期間＝４月～９月（前期）

▼4月の野外活動（石窯でのピザ作り）募集

　大好評の石窯でのピザ作りです。生地作りか
ら行います。子どもからおじいちゃん、おばあちゃ
んまで一緒に楽しく交流しませんか。
⃝日時＝４月23日㈯ 10 時～ 13 時
⃝場所＝多世代交流館「共生の森」
⃝参加費＝ 200 円※申込み優先、先着 25 人
⃝申込・問い合わせ＝多世代交流館「共生の森」

（☎２２・２２５７）

地域防災の
考え方、すすめ方

多世代交流館「友
ゆ う ゆ う

遊くらぶ」
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運
動
の
で
き
る
服
装
と
室
内
シ
ュ
ー

ズ
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
男
女
問
い

ま
せ
ん
。
体
験
だ
け
で
も
ど
う
ぞ
。

◦
日
時
＝
毎
週
火
・
金
曜
日
13
時

～
15
時

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
会
費
＝
月
千
円
（
入
会
金
千
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
稲
垣
さ
ん
（
☎
２

３
・
０
９
４
４
）

　

福
岡
県
警
で
は
、
平
成
28
年
度

に
警
察
官
３
２
７
人
を
２
回
に
分

け
て
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
る
か
、
県
警
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈮
～
４

月
20
日
㈬

◦
第
１
次
試
験
＝
５
月
８
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察
署
（
☎

２
２
・
５
１
１
０
）
※
受
験
申
込

書
は
、
八
女
警
察
署
・
交
番
・
駐

在
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

い
。
応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
超

え
る
場
合
は
抽
選
（
公
開
抽
選
会
）

と
な
り
ま
す
。
入
居
申
込
資
格
等

に
つ
い
て
は
、
募
集
案
内
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木
支

所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽
矢

部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◦
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
18
歳
以

上
の
人
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
）※
国・地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

常
勤
公
務
員
、
平
成
26
・
27
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く

◦
任
期
＝
県
政
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
日
～

平
成
29
年
３
月
末

◦
謝
礼
＝
図
書
カ
ー
ド
も
し
く
は

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
（
選
択
）

◦
募
集
期
間
＝
５
月
31
日
㈫
（
消

印
有
効
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

県
民
情
報
広
報
課
（
☎
０
９
２
・

６
４
３
・
３
１
０
３
）

　

運
動
不
足
解
消
と
健
康
維
持

の
た
め
身
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

◦
日
程
＝
４
月
８
日
㈮
・
15
日
㈮
・

22
日
㈮
・
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円

▽
会
員
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・１
３
４
０
）

　

今
年
度
第
１
回
定
期
募
集
の
受

付
を
、
４
月
11
日
㈪
か
ら
４
月
28

日
㈭
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集
案

内
（
申
込
書
）
は
４
月
11
日
㈪
か

ら
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の
担
当

係
に
て
配
布
し
ま
す
。
募
集
住
宅
・

募
集
戸
数
等
は
、
募
集
案
内
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

◦
日
時
＝
４
月
16
日
㈯
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、
お
茶

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　　

こ
れ
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
よ
う

と
い
う
人
に
、
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
楽
長
以
下
数
人
の
楽
員
が
ギ

タ
ー
の
初
歩
か
ら
て
い
ね
い
に
指
導

し
ま
す
。
八
女
市
内
外
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、ど
な
た
で
も
参
加
可
。

◦
練
習
日
＝
５
月
10
日
㈫
か
ら
１

年
間
。
毎
週
火
曜
日
20
時
～
21
時
。

（
※
開
講
式
は
５
月
10
日
㈫
20
時
か

ら
お
り
な
す
八
女
で
）

◦
練
習
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

◦
日
時
＝
▽
４
月
29
日
㈷
15
時
30

分
開
演
▽
30
日
㈯
18
時
開
演
（
両

日
と
も
開
場
は
30
分
前
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
前
売
券
＝
▽
大
人
１
０
０
０
円

▽
４
歳
以
上
高
校
生
以
下
５
０
０

円
（
当
日
は
各
３
０
０
円
増
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
中
島
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
２
８
８
・
２
０
７
４
）

▽
鬼
丸
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
２
５
１

０
・
６
４
６
４
）

　

八
女
市
観
光
大
使
の
岩
崎
記
代

子
さ
ん
に
よ
る
音
楽
の
ひ
ろ
ば
。
童

謡
や
唱
歌
な
ど
を
学
び
な
が
ら
み

ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

28
年
度
第
１
回
市
営
住
宅

【みんなで歌おうボンモマン】◦日時＝ 4 月 9 日㈯ 14 時～ 16 時◦場所＝八女文化会館◦参加費
＝ 300 円◦問い合わせ＝サウスクラブハーモニカグループ『竹取物語』末石さん（☎ 23・3366）

　今年度のテーマ「八女古墳群の時代」の
第１回目歴史講座。八女古墳群全体をまとめ
て見ながら、あまり知られていない古墳群の

「謎」を参加者と一緒に考えます。なぜ八女
古墳群が形成されたのか？どうして終焉を迎
えてしまったのか？全国的に名前が知られる
八女古墳群の秘密を解き明かしながら、お国

（郷土）自慢アイテムの１つにしましょう！ 
◦日時＝４月17日㈰ 13 時 30 分～15 時 30 分
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館研修室
◦定員＝１５０人（先着順）
◦内容＝八女古墳群概説～その誕生と衰退

28年度歴史講座1
八女古墳群概説～その誕生と衰退～

ゴールデンウイーク企画第1弾

古代風？オリジナルカップをつくろう！
　陶器用マーカーを使ったオリジナル食器づ
くりを行います。古代人が祈りを込めて描い
た人物や動物、不思議な模様などを参考にし
ながら、タイムスリップ気分で真っ白な食器
にオリジナルの「壁画」を描いてみませんか。 
◦日時＝4 月29日㈷ 10 時～ 12 時（予定）
◦内容＝白色のカップやお皿に専用マーカー
で色付けをします。※食器は 1人１点。
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館実習室Ａ・Ｂ
◦定員＝ 30 人（先着順）
◦参加費＝食器代２００円

 「いわいの郷」講座
⃝申込・問い合わせ＝同館（☎24・3200）

岩戸山歴史文化交流館

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

第
40
回
Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の
た

め
の
ギ
タ
ー
教
室

第
１
回
岩
崎
記
代
子
音
楽
の

ひ
ろ
ば

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
す
み
れ
ク
ラ
ブ

教
室
・
講
座

平
成
28
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

試　

験

平
成
28
年
度
福
岡
県
警
察
官

ゴールデンウイーク期間中は、
し尿収集については混雑が予想
されますので、4月18日㈪ま
でに収集の予約をお願いします。

ゴールデンウイークの
し尿収集の予約はお早めに
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【
一
般
幹
部
候
補
生（
陸・
海・
空
）】

◦
受
付
期
間
＝
３
月
１
日
㈫
～
５

月
６
日
㈮

◦
試
験
日
＝
１
次
５
月
14
日
㈯
・

15
日
㈰

◦
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
28
歳
未

満
で
、
大
卒
者
ま
た
は
大
卒
見
込

み
の
人
、
ま
た
は
大
学
院
修
士
課

程
修
了
者

【
歯
科・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生（
陸・

海・
空
】

◦
受
付
期
間
＝
３
月
１
日
㈫
～
５

月
６
日
㈮

◦
試
験
日
＝
１
次
５
月
14
日
㈯

◦
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
30
歳
未

満
の
専
門
の
大
卒
者
（
薬
剤
は
28

歳
未
満
）

【
予
備
自
衛
官
補（
陸
）】

◦
受
付
期
間
＝
４
月
８
日
㈮
ま
で

㈮
18
時
30
分
～
21
時
（
平
日
夜
間

12
日
間
）

◦
定
員
＝
20
人

◦
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
の
一
部
は
自
己
負
担
）

◦
託
児
＝
１
歳
～
就
学
前
ま
で（
事

前
予
約
）

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
ひ
と
り
親
家

庭
等
就
労
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　
受
験
料
・
授
業
料
無
料
。
教
科

書
代
等
実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
対
象
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
経
理
事
務
科
（
定
員
30
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
１
日
㈬
～
11

月
30
日
㈬
（
６
か
月
）

◦
選
考
日
＝
５
月
12
日
㈭

②
パ
ソ
コ
ン
初
級
科
（
定
員
20
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
１
日
㈬
～
８

月
31
日
㈬
（
３
か
月
）

◦
選
考
日
＝
５
月
13
日
㈮

①
②
共
通

◦
募
集
期
間
＝
４
月
１
日
㈭
～
５

月
２
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
６
月
・
７
月
入
所
生
募
集
。
受

◦
試
験
日
＝
①
一
般
（
女
子
）
４
月

15
日
㈮
②
一
般
（
男
子
）
４
月
16

日
㈯
③
技
能
（
男
子
・
女
子
）
４

月
17
日
㈰

◦
応
募
資
格
＝
①
②
18
歳
以
上
34

歳
未
満
の
男
女
③
18
歳
以
上
で
国

家
免
許
資
格
を
有
す
る
55
歳
未
満

の
男
女
（
国
家
免
許
資
格
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
八
女
市
本
町
６
６
２-

５
）
☎
２
４
・
５
１
９
２

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡

婦
を
対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
初
級
】

◦
期
間
＝
５
月
10
日
㈫
～
５
月
27

験
料
・
授
業
料
無
料
。
教
科
書
代

等
実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講

推
薦
受
け
た
人
対
象
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
目
＝
①
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ

技
術
科
②
板
金
・
溶
接
施
工
科
③

電
気
設
備
施
工
科
④
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

科
⑤
機
械
加
工
技
術
科
（
※
①
～

④
６・７
月
生
、
⑤
は
７
月
生
の
み
）

◦
募
集
期
間
／
選
考
日
／
訓
練
期

間
＝
【
６
月
生
】
４
月
１
日
㈮
～
28

日
㈭
／
５
月
12
日
㈭
／
６
月
９
日
㈭

～
12
月
27
日
㈫
【
７
月
生
】
５
月
２

日
㈪
～
６
月
１
日
㈬
／
６
月
８
日
㈬

／
７
月
５
日
㈫
～
12
月
27
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　

相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
▽
４
月
６
日
㈬
13
時
～

15
時
▽
４
月
13
日
㈬
18
時
30
分
～

20
時
30
分
▽
４
月
27
日
㈬
18
時
30

～
20
時
30
分
▽
５
月
６
日
㈮
13
時

～
15
時

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　

４
月
15
日
は
、「
遺
言
の
日
」
で

す
。
福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、「
遺

言
の
日
」
を
記
念
し
て
次
の
と
お

り
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
電
話
予
約
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
15
日
㈮
10
時
～
15

時
30
分

◦
会
場
＝
県
弁
護
士
会
天
神
弁
護

士
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
渡

辺
通
５
丁
目
14
―
12
南
天
神
ビ
ル

ひ
と
り
親
等
就
労
支
援
講
習
会

就
業
支
援

①高等技能訓練促進費給付事業
　母子家庭の母および父子家庭の父が
就職に有利な資格を取得するため養成
機関で修業する場合、修業期間中の生
活負担を軽減するため高等技能訓練促
進費を支給する事業が充実されます。
◦支給期間の上限の延長＝2 年→ 3 年

（養成機関が 3 年以上の資格も全期間
支給対象可能に）
◦対象資格の拡大＝ 2 年以上修学する
資格→１年以上修学する資格
◦通信制の利用要件の緩和
②自立支援教育訓練給付事業
　母子家庭の母および父子家庭の父が
自ら就職に結びつくような有利な資格
や技術を身につけるため、対象教育訓
練講座を修了した場合、経費の一部を
給付する事業が充実されます。
◦訓練受講費用の 2 割（上限 10 万円）
助成→ 6 割（上限 20 万円）
◦①②問い合わせ＝子育て支援課こど
も家庭係（☎２３・１３５１）

平
成
28
年
４
月
か
ら
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金
事
業
が
充
実
し
ま
す

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

養
育
費
な
ど
の
無
料
法
律
相
談

「
遺
言
の
日
」
無
料
法
律
相
談

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
度
自
衛
官

　はかり、おもり、分銅など
の計量器は２年に１回、計量
法に基づいた定期検査を受け
ることが義務付けられていま
す。検査を受けていない計量
器は取引や証明には使用できません。また、
家庭用の計量器も取引や証明には使用でき
ません。適正な計量器をご使用ください。
◦会場・日程＝

【矢部体育館】4 月5日㈫
【黒木体育館】4 月6日㈬・４月７日㈭
【星野行政福祉センター】4 月8日㈮
【農業活性化センター（上陽）】4 月11日㈪
【立花体育館】4 月12日㈫・4 月13日㈬
【おりなす八女】4 月14日㈭・4 月15日㈮・
4 月18日㈪
◦受付時間＝10 時～ 12 時、13 時～ 15 時
◦問い合わせ＝▽（一社）福岡県計量協会

（☎ 092・939・2945）▽商工観光課 商工
振興・企業誘致推進係（☎ 23・1596）

特定計量器定期検査のお知らせ
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に
よ
る
集
中
相
談
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
・
場
所
＝
４
月
16
日
㈯
10

時
～
16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
市
暴
力
追
放
協

推
進
議
会
（
久
留
米
市
役
所
３
階
）

☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
０
５
５

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
）
福
岡

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８
）

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
「
や

め
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し

ま
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
、
職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

２
階
）

◦
受
付
＝
４
月
１
日
㈮
９
時
か
ら

電
話
受
付
（
☎
０
９
２
・
７
４
１
・

３
２
０
８
）
※
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り

　

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、

弁
護
士
会
、
県
暴
追
セ
ン
タ
ー
、

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン
タ
ー
、

飯
塚
市
民
事
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー
、

北
九
州
市
安
全
・
安
心
相
談
セ
ン

タ
ー
、
久
留
米
市
暴
追
推
進
協
議

会
等
が
連
携
し
て
、
面
接
・
電
話

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

や
め
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ル
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
仕
事
や
家
庭
、

地
域
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
悩
み
に

専
門
の
女
性
相
談
員
が
対
応
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
、
面
接
相
談
も

で
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◦
電
話
番
号
＝
☎
０
９
２・５
１
３・

７
３
３
７

◦
相
談
日
時
＝
毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は

除
く
）
10
時
～
17
時

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
電
話

料
金
は
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必

要
で
す
。

《
５
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
４
月
23
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）
▽

14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、

西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、
三

河
小
、南
中
）
▽
15
時
45
分
～
（
忠

見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上
陽

北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

　予防接種は、感染症を予防する大切なものです。
該当される人は、体調の良いときに接種しましょう。
⃝接種期間＝平成 28 年 4 月１日～平成 29 年 3 月31日
⃝対象年齢等＝年度末の年齢（平成 29 年 3 月31日現在）

⃝接種回数＝１回
⃝接種費用＝３，５００円
※生活保護世帯、市民税非課税世帯の人は無料となります。
接種の際には下記のいずれかを医療機関に持参してください。

 
 

 
 
⃝接種場所＝福岡県内の医療機関（事前予約をしてください）
⃝注意事項＝▽過去に１回でも肺炎球菌予防接種（23 価肺
炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を受けた人は、対象外
となります。
▽公費助成の対象となるのは、年度内の1回のみです。
▽対象年齢になる人には、後日通知を差し上げます。
⃝問い合わせ＝健康推進課（☎２３・１３５２）

65 歳 昭和 26 年 4 月 2 日生～昭和 27 年 4 月 1日生
70 歳 昭和 21 年 4 月 2 日生～昭和 22 年 4 月 1日生
75 歳 昭和 16 年 4 月 2 日生～昭和 17 年 4 月 1日生
80 歳 昭和 11 年 4 月 2 日生～昭和 12 年 4 月 1日生
85 歳 昭和  6 年 4 月 2 日生～昭和  7 年 4 月 1日生
90 歳 大正 15 年 4 月 2 日生～昭和  2 年 4 月 1日生
95 歳 大正 10 年 4 月 2 日生～大正 11 年 4 月 1日生
100 歳 大正  ５年 4 月 2 日生～大正  6 年４月 1日生
60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の
機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫に機能の障害

（身体障害者手帳１級相当）を有する人

①生活保護受給証明書 福祉課生活支援係で発行

②高齢者予防接種費用免除証
明書

健康推進課、各支所の市
民生活福祉課で発行

③介護保険負担限度額認定証
有効期限内のもの

④後期高齢者医療限度額適
用・標準負担額減額認定証

　八女市では、お子さんが小・中学校に通学す
るうえで経済的な理由でお困りのご家庭に対し
て、学用品費などを援助する制度があります。
⃝援助の種類＝学用品費、校外活動費、給食費、
修学旅行費など
⃝対象＝生活保護世帯とそれに準ずる程度に困窮している世帯
⃝申込・問い合わせ＝学校教育課（☎２３・１９５４）
または各支所総務課

4月は、未成年者
飲酒防止強調月間
未成年者の飲酒は、からだや
心の発達が盛んな時期に悪影
響を与えます。お酒は 20 歳に
なってから。

福岡国税局・税務署

高齢者用肺炎球菌の定期
予防接種対象者のお知らせ

平成 28 年度

就学援助制度のお知らせ
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【筑後七国酒文化博】◦日時＝ 4/9 ㈯
12:00 ～ 20:00 ◦場所・問＝九州芸文館

（☎ 0942・52・6435）

【中山大藤まつり】◦日にち＝ 4/16 ㈯
～ 28 ㈭◦場所＝中山熊野神社・立花い
こいの森公園◦問＝柳川市観光課（☎
0944･73･8111）

【春の大川木工まつり】◦日時＝ 4/9
㈯ ～ 10 ㈰ 9:00 ～ 18:00 ◦ 会 場 ＝ 大
川産業会館他◦問＝同実行委員会（☎
0944・87・2090）

【第 17 回小保・榎津藩境まつり】◦日
時＝ 4/23 ㈯ 9:00 ～ 17:00、24 ㈰ 9:30
～ 16:30 ◦会場＝小保・榎津地区◦問
＝同事務局（☎ 0944・87・0931）

【清水山ぼたん園】◦日時＝ 4/10 ㈰～
30 日㈯ 9:00 ～ 18:00 ◦場所＝清水山
ぼたん園◦問＝みやま市観光開発協議
会（☎ 0944・63・8000）

【菜の花さるこい】◦日時＝ 4/3 ㈰／受
付 10:00/ スタート 10:30 ◦集合・問＝
アクアス（☎ 0944・33・2002）

【道の駅おおき 6 周年感謝祭】◦日時＝
4/29 ㈷ 10:00 ～◦場所・問＝道の駅お
おき（☎ 0944・75・2150）

【広川ガーベラ祭】◦日時＝ 4/16 ㈯～
17 ㈰ 9:00 ～ 16:00 ◦会場＝九州自動車
道広川ＳＡ（下り線）◦問＝風月フーズ
㈱（☎ 32･2100）

大川市

みやま市

広川町

大木町

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
土
地
ま
た
は
家
屋
の

縦
覧
帳
簿
（
土
地
の
場
合
は
、
所
在
・
地
番
・
地
目
・

地
積
・
価
格
を
記
載
）
を
縦
覧
で
き
ま
す
（
所
有
す

る
固
定
資
産
が
非
課
税
、
ま
た
は
免
税
点
未
満
の
人

は
、
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
）。
縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、

「
運
転
免
許
証
」
や
「
健
康
保
険
証
」
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
と
「
委
任
状
」

が
必
要
で
す
。
縦
覧
に
係
る
手
数
料
は
無
料
で
す
。

◦
縦
覧
期
間
＝
４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫
８
時
30

分
～
17
時
15
分
※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

本
庁
は
水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
。

◦
縦
覧
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
の
み
八
女
市
内

全
域
分
が
縦
覧
で
き
ま
す
。
各
支
所
で
は
支
所
管
内

分
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。
▽
税
務
課
固
定
資
産
税

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）
▽
黒
木
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）
▽
立
花
支
所
市
民

生
活
福
祉
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）
▽
上
陽
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）
▽
矢
部

支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽

星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
ご
み
受
け
入
れ
基
準
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
ソ
フ
ァ
ー
」
に
つ
い
て

は
、
不
燃
粗
大
ご
み
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
素
材
的
に
は
可
燃
割
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め

に
、
４
月
か
ら
可
燃
粗
大
ご
み
と
し
て
受
け
入
れ
ま
す
。

処
分
の
際
に
は
、
市
の
搬
入
証
明
書
の
提
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
可
燃
ご
み
処
理
手
数
料
（
10
キ
ロ
あ
た
り

１
０
０
円
）
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
計
量
受
付
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

※
『
平
成
28
年
度
、
八
女
市
ご
み
出
し
日
程
表
（
各
地

区
）』の
表
記
の
中
に
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
ソ
フ
ァ
ー
は『
不

燃
粗
大
ご
み
』
と
表
記
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
基
準
ど

お
り
『
可
燃
粗
大
ご
み
』
と
し
て
持
ち
込
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

八
女
市
で
は
、
今
年
度
に
「
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
１
年
を
通
し
て
様
々
な

健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
事

業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
都
市
宣
言
事
業
の
一
環
と

し
て
「
八
女
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２

０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

参
加
申
し
込
み
を
行
っ
て
お
り
、

福
島
県
伊
達
市
と
対
戦
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ま
は
、
自
宅
・
職
場
・
地
域
・
学
校
・

市
民
団
体
等
で
、
５
月
25
日
㈬
に

15
分
以
上
の
運
動
を
行
う
よ
う
計

画
を
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
詳
細
は
、
今

後
広
報
や
め
お
よ
び
八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
全
個
配
布
チ
ラ
シ
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
？
】

　

公
益
財
団
法
人
が
主
催
す
る
全

国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎

年
５
月
の
最
終
水
曜
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加

自
治
体
の
中
か
ら
、
財
団
が
決
定

し
た
自
治
体
同
士
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
当
日
（
午
前
０
時
か
ら
21
時

の
21
時
間
内
）
に
15
分
間
以
上
継

続
し
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

人
数
（
参
加
率
）
を
競
い
合
い
ま

す
。
敗
れ
た
自
治
体
は
、
対
戦
自

治
体
の
旗
を
１
週
間
庁
舎
の
メ
イ

ン
ポ
ー
ル
に
掲
揚
し
、
敬
意
を
表

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

「
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
ソ

フ
ァ
ー
」
は
、
可
燃
粗

大
ご
み
と
し
て
持
ち

込
み
お
願
い
し
ま
す

八女西部クリー
ンセンターから
のお知らせ

平
成
28
年

５
月
25
日
㈬
に

15
分
以
上
の

運
動
を

し
ま
し
ょ
う

① 個人（自宅）での散歩、ウオー
キング、ジョギング、ストレッチ体操
② 徒歩または自転車による買物や
通勤、通学
③ 地域が行う遠足、ミニ運動会、
ウオーキングを兼ねたゴミ拾いまた
は避難訓練
④ 事業所等における朝礼、休憩時
間を利用したストレッチや体操
⑤ 学校での体育授業やクラブ活
動、保育所（園）での運動や遊戯
⑥ 市民団体およびスポーツ団体が
行うスポーツ練習、健康教室、競
技会への参加
⑤ 市等が実施するスポーツ・健康
イベントへの参加

１５分以上の運動とは・・・



広報やめ　2016.4.129

火災出火件数  1件 （1件）
救急出動件数 274件 （560件）
救急搬送人数 263人 （539人）

人身事故発生件数 26件 （65件）
傷　　者 30人 （81人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 66,046 (-67)
男 31,079  (-56)
女 34,967  (-11)

世帯数 24,421  (+6)
　※（　）内は前月比

出生 25 人 死亡 115人
転入 225 人 転出 202人

◦住宅使用料（4 月）◦保育料（4 月）
◦水道料金・下水道使用料（1 期）
◦農業集落排水施設使用料（1 期）
◦道路公有水面占用料（1 期）

▼ 2 月の交通事故の状況

▼ 2 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（2 月29日現在）

▼ 2 月の異動

納期限・口座振替日は５月２日㈪
※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

4月に
納める
もの

無料法律相談
◦ 4 月21日㈭ 、5 月12日㈭ ／ 相談13:00
　～ 16:00 ／場所・法務局八女支局（収
　入等一定額以下等の条件あり）※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 4 月 8 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 4 月15 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 4 月 22 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦ 4 月15 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦4月14日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦4月20日㈬ 9:30 ～ 11:00
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦4月19日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦4月1日㈮13:00 ～16:00/社会福祉会館
◦4月8日㈮13:00 ～16:00/ふじの里（黒木）
◦4月13日㈬13:00～16:00/立花市民センター
行政相談（総務課☎23・1111）
◦4月7日㈭ 13:30 ～16:00 ／社会福祉会館
◦4月12日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月6日㈬、27日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月4日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦4月5日㈫ 13:30 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦4月13日㈬ 9:00 ～ 12:00/星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦4月8日㈮ 13:30 ～ 16:00/ふじの里（黒木）
◦4月15日㈮ 13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦4月6日㈬、20日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月6日㈬、20日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）

◦4月13日㈬、27日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月13日㈬、27日㈬ 9:30 ～ 12:00
　 ／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦4月1日㈮ 13:00 ～ 15:00 ／商工会議所
定例税務相談会
◦4月11日㈪ 10:00～15:00/八女商工会議所
経営支援相談会
◦4月18日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦4月19日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦4月14日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月8日㈮・19日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月19日㈫ 10:00～12:00/かがやき（立花）
◦4月14日㈭ 11:00 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦4月28日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30～ 19:00／
火～金8:30～ 17:15／毎月第2土曜日9:30
～ 16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役

所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦4月19日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市役所
　消費生活相談窓口※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
やめ女性ホットライン
◦平日10:00 ～17:00 ／☎092・513・7337
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
　士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）　☎23・1203
◦立花地域包括（立花支所内）☎24・8922
◦黒木地域包括（黒木支所内）☎42・1119
◦上陽地域包括（上陽支所内）☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）☎24・8212

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ



楓くんの笑顔がみんな大
好きです。元気いっぱいに
育ってね。

お誕生日おめでとう！これ
からもお父さんとお母さん
のことヨロシクね。

１歳おめでとう♡元気にす
くすく育ってね！

はづきちゃんの笑顔が家族
みんなの宝物です。お誕生
日おめでとう。

わんぱくなハルトお誕生日
おめでとう♡お姉ちゃんと
仲良く遊んでね！

祝♡1歳おめでとう！これ
からもスクスク元気に大き
くなってね♡

愛菜の笑顔で毎日癒やされ
ています。兄姉達と仲良く
元気に育ってね♡

いつも可愛い笑顔をありが
とう♡ゆっくり元気に育っ
てね！

♡祝１歳♡おめでとう。い
つもニコニコ笑顔元気に
育ってね！

わが家のアイドルです☆笑
顔が素敵なゆづちゃん。誕
生日おめでとう♡

聖くん、お誕生日おめでと
う！パパとママを笑顔で癒
やしてね。

みおの笑顔は世界一♡毎日
癒やされてるよ♡２人のお
姉ちゃんとずっと仲良くね♡

お誕生日おめでとう。のび
のび元気に大きくなってね
♡

いつもにこにこ笑顔のなな
ちゃん♡元気いっぱい大き
くなぁれ！

いつも元気いっぱい莉子
ちゃん♡これからもすくす
く大きくな～れ♡

笑顔が可愛い瑛人くん♡元
気に育ってね！パパ・ママ
より。

青木 楓
かえで

ちゃん

近藤 春
は る ま

誠ちゃん 星野 誠
まさはる

明ちゃん

牛島 はづきちゃん

山ノ内 悠
は る と

人ちゃん

竹ノ内 颯
そ う ま

真ちゃん

山口 愛
ま な

菜ちゃん

鬼塚 風
ふ う が

翔ちゃん

松延 咲
しょうた

汰ちゃん

秋山 結
ゆ づ き

月ちゃん 水上 聖
せい

ちゃん 石塚 美
み お

桜ちゃん

西尾 花
はな

ちゃん

黒田 奈
な な み

菜愛ちゃん

江口 莉
り こ

子ちゃん

樋口 瑛
え い と

人ちゃん

Ｈ27年4月15日生（立花町）

Ｈ27年4月25日生（室岡） Ｈ27年4月29日生（酒井田）

Ｈ27年4月20日生（高塚）

Ｈ27年4月26日生（忠見）

Ｈ27年4月２日生（室岡）

Ｈ27年4月22日生（忠見）

Ｈ27年4月6日生（黒木町）

Ｈ27年4月23日生（今福）

Ｈ27年4月7日生（柳島） Ｈ27年4月8日生（龍ヶ原） Ｈ27年4月10日生（吉田）

Ｈ27年4月23日生（龍ヶ原）

Ｈ27年4月8日生（蒲原）

Ｈ27年4月10日生（龍ヶ原）

Ｈ27年4月23日生（宅間田）

おたんじょうびおめでとう

１歳おめでとう！元気いっ
ぱい大きくなってね！

末崎 芽
め い

依ちゃん

Ｈ27年4月30日生（緒玉）

満１歳のお子さまの写
真を募集しています。
名前・生年月日・住所・
簡単なコメント（30字
以内）を添えて、誕生
日前月の7日までに直
接お持ちいただくか、
郵送でお申し込みくだ
さい。応募多数の場合
は先着順となります。
◦申し込み＝秘書広報
課秘書広報係
（☎23・1110）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

伝える安全、伝わる安心 防災ラジオ 八 女 市 の 防 災 情 報 は FM 八 女
【80.1MHz】を通じて放送します。

「げんき館おお
ぶち」のグラン
ドオープン

㉙市長コラム
　

３
月
26
日
、
旧
大
淵
小
学
校
校
舎
を
簡
易
宿
泊
施
設

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
八
女
市
大
淵
体
験
交
流
施
設

「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
」が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
３
月
に
地
域
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
廃
校

と
な
っ
た
大
淵
小
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が

途
絶
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
「
寂
し
く
な
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
本
施
設
と
し
て
蘇
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
再
び
利
用
す
る
方
々
の
声
が
飛
び
交
い

元
気
な
姿
が
見
れ
る
こ
と
で
、
地
域
に
活
気
が
み
な
ぎ
り

新
た
な
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
▼
こ
の
施
設
は
、「
交
流
促
進
に
よ
る
地
域
活

性
化
」「
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
」「
安
心
安
全
な

暮
ら
し
の
確
保
」
と
大
き
く
３
つ
の
目
的
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
実
現
の
た
め
①
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
企
業
・
大
学
等
の

研
修
受
け
入
れ
②
自
然
を
生
か
し
た
各
種
体
験
活
動
③

災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
等
の
事
業
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
▼
ま
た
、
利
用
者
と
地
域
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、施
設
ス
タ
ッ
フ
や
自
然
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
企
画
立
案
等
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
積
極
的
に

運
営
参
画
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
様
々
な
事
業
を
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
」が
、

八
女
東
部
地
域
の
活
性
化
の

拠
点
と
し
て
皆
さ
ま
に
愛
さ

れ
、
地
域
の
元
気
を
未
来
に

つ
な
ぐ
施
設
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
4
月
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
見
や
す
く
、ま

た
迅
速
な
情
報
発
信
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
広
報
紙・防
災
ラ

ジ
オ
と
合
わ
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
Ｔ・Ｓ
）

▼
全
国
玉
露
の
う
ま
い
淹
れ
方

コ
ン
テ
ス
ト
、出
場
者
の
皆
さ
ん

の
真
剣
な
眼
差
し
に
そ
れ
ぞ
れ

の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
し
た
。実

家
の
両
親
が
作
る
八
女
伝
統
本

玉
露
を
自
分
も
ゆ
っ
く
り
淹
れ

て
味
わ
っ
て
み
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
石
橋
美
術
館
の
閉
館
が
決
ま

り
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
八
女
市
に
田
崎
廣
助
美

術
館
が
オ
ー
プ
ン
。素
晴
ら
し
い

絵
画
を
身
近
で
見
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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